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家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業 を 未

静岡市大岩にあるお寺に通い、雪斎和尚から習字や学問を学びました。
今もこのお寺には「家康公手習いの間」が残っています。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

特集：卸売業の未来をひらく
第54回静岡ホビーショー
パートタイマーの労働契約



認定支援機関認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）（会計士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援

2/3



駿府静岡
　と
　　私

【第38回】

　

今
年
は
日
本
各
地
で「
家
康
公
没

後
四
百
年
記
念
」の
行
事
が
盛
大
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。松
平
家
発
祥
の
地
で

あ
る
三
河
松
平
郷
。今
川
家
時
代
に
育

ち
、後
に
終
生
の
居
城
と
な
っ
た
駿
府

静
岡
。独
立
さ
れ
た
岡
崎
。大
き
く
成

長
さ
れ
た
浜
松
。そ
し
て
開
府
さ
れ
た

江
戸
・
東
京
な
ど
、家
康
公
の
足
跡
は

各
地
に
広
が
って
い
ま
す
。そ
の
中
で
も

現
代
に
直
せ
ば
小
学
校
低
学
年
か
ら

高
校
三
年
生
迄
、い
わ
ば
人
格
形
成
に

最
も
大
切
な
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の

が
駿
府
、静
岡
で
し
た
。

　

当
時
の
駿
府
は
、強
大
な
力
を
持

ち
、名
君
今
川
義
元
に
支
配
さ
れ
た
極

め
て
文
明
度
の
高
い
都
市
で
、義
元
公

に
可
愛
が
ら
れ
た
家
康
公
は
確
り
と

し
た
教
育
を
受
け
ま
す
が
、一
方
小
さ

な
三
河
の
人
質
の
小
僧
で
す
か
ら
、苛

め
る
人
、全
く
無
視
す
る
人
、一
方
優
し

く
励
ま
す
大
人
達
も
当
然
い
ま
す
。小

さ
な
人
質
の
子
供
に
は
大
人
達
は
何
の

公
に
対
し
て
あ
く
ま
で
織
田
家
の
政
権

の
維
持
を
主
張
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
で
開
府
し
、駿
府
に
大
御
所
と

し
て
戻
ら
れ
た
家
康
公
は
秀
吉
公
が

推
し
進
め
ら
れ
た
朝
鮮
出
兵
を
迅
速

に
収
拾
さ
れ
、多
く
の
捕
虜
を
帰
国
さ

せ
て
、国
交
を
回
復
さ
れ
ま
し
た
。公

が
進
め
ら
れ
た
の
は
武
力
征
服
で
は
な

く
、平
和
な
国
際
貿
易
の
振
興
で
あ

り
、御
朱
印
船
は
遠
く
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
と
の
貿
易
に
進
出
し
て
行
き
ま
し

た
。公
の
外
交
顧
問
役
を
努
め
た
ウ
イ

リ
ア
ム・ア
ダ
ム
ス
が
建
造
し
た
西
洋
型

の
船
は
難
破
船
員
を
送
っ
て
米
国
に
送

り
届
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
公
は
長
い
戦
乱
で
失
わ
れ
た
多

く
の
歴
史
的
な
建
築
を
復
元
し
、日
本

の
豊
か
な
文
化
を
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。四
百
年
の
祭
り
は
、じ
っ
く
り
と
確

か
な
目
で
日
本
の
針
路
を
定
め
ら
れ
た

公
の
御
事
跡
を
確
り
と
心
に
刻
む
時

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

遠
慮
も
あ
り
ま
せ
ん
。家
康
公
は
幼
い

瞳
で
、人
間
の
温
か
さ
、冷
た
さ
、正
し

い
人
、嘘
を
平
気
で
つ
く
人
を
見
つ
め
な

が
ら
成
長
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
川
家
に
人
質
と
な
る
前
、家
康
公

は
織
田
家
の
人
質
と
し
て
約
二
年
間
を

尾
張
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
い
た

の
は
六
歳
年
上
の
織
田
信
長
少
年
で
し

た
。こ
の
二
人
の
少
年
が
ど
う
接
触
し

た
の
か
、記
録
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
の
気
性
の
信
長
少
年
が
三
河
の
小

僧
っ
子
を
見
に
来
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、当
然
二
人
は
会
って

「
俺
と
一
緒
に
強
く
な
る
子
分
に
な

る
か
？
」

「
ウ
ン
、い
い
よ
」

と
言
う
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。子
供
達
の
約
束
は
神
聖

な
も
の
で
す
か
ら
、あ
の
猜
疑
心
の
強
い

信
長
公
も
最
後
ま
で
家
康
公
を
信
じ
、

本
能
寺
の
変
の
時
に
、家
康
公
も
危
機

一
髪
の
脱
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
、秀
吉

久能山東照宮・社殿（国宝）。徳川家康公が久能山に神葬され、東照宮にお祀りされてより四百年を迎えました。

し
っ
か

い
じ



　
　
　

５
月
３
日﹇
日・祝
﹈・
４
日﹇
月・祝
﹈

徳
川
家
ゆ
か
り
の
場
所
め
ぐ
り
ラ
リ
ー

川
越
市・仙
波
東
照
宮
、喜
多
院
、他

℡
０
４
９‐

２
２
７‐

８
２
３
３

（
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
）

５
月
３
日﹇
日・祝
﹈

ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
１
５

ロ
ゲ
イ
ン
大
御
所
シ
リ
ー
ズ
岡
崎
大
会

岡
崎
市・図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ「
り
ぶ
ら
」

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

４
５
０
５

５
月
４
日﹇
月・祝
﹈〜
６
日﹇
水・休
﹈

端
午
の
節
句
に
合
わ
せ
て
菖
蒲
湯
に
入
ろ
う

静
岡
市・し
ず
も
ー
る
西
ヶ
谷

℡
０
５
４‐

２
９
４‐

７
４
５
１

５
月
５
日﹇
火・祝
﹈

郷
土
史
入
門
講
座

「
お
も
し
ろ
郷
土
の
家
康
公
」

藤
枝
市・青
島
北
公
民
館

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

２
３
０
０

５
月
９
日﹇
土
﹈

講
演
会

「
家
康
公
が
遺
し
た
宿
駅
伝
馬
制
と
歴
史
国
道
」

静
岡
市・蒲
原
生
涯
学
習
交
流
館

℡
０
５
４‐

３
８
５‐

７
５
５
７

５
月
９
日﹇
土
﹈

講
座「
徳
川
家
康
の
生
涯
」

藤
枝
市・西
益
津
公
民
館

℡
０
５
４‐

６
４
１‐

８
８
６
２

５
月
10
日﹇
日
﹈

第
36
回
作
手
古
城
ま
つ
り

新
城
市・亀
山
城
址・つ
く
で
手
作
村

℡
０
５
３
６‐

３
２‐

０
０
２
２

（
新
城
市
観
光
協
会
）

５
月
11
日﹇
月
﹈〜
６
月
12
日﹇
金
﹈

「
徳
川
家
康
公
立
体
し
か
み
像
」公
開

浜
松
市
役
所
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

℡
０
５
３‐

４
５
６‐

２
２
０
８

５
月
12
日﹇
火
﹈〜
14
日﹇
木
﹈

第
70
期 

囲
碁
本
因
坊
戦 

第
１
局

静
岡
市・浮
月
楼

℡
０
５
４‐

２
２
１‐
１
０
４
０（
実
行
委
員
会
）

５
月
14
日﹇
木
﹈

臨
済
寺 

鉄
山
和
尚
四
百
年
遠
年
諱
法
要

静
岡
市・臨
済
寺

℡
０
５
４‐

２
４
５‐

２
７
４
０

５
月
16
日﹇
土
﹈・
17
日﹇
日
﹈

可
睡
齋 

家
康
公
没
後
四
百
年
法
要

袋
井
市・秋
葉
総
本
殿 

可
睡
齋

℡
０
５
３
８‐

４
２‐

２
１
２
１

５
月
17
日﹇
日
﹈

日
光
東
照
宮 

四
百
年
式
年
大
祭

日
光
市・日
光
東
照
宮

℡
０
２
８
８‐

５
４‐

０
５
６
０

５
月
17
日﹇
日
﹈

日
光
山
輪
王
寺 

東
照
講
法
楽
、延
年
舞

日
光
市・日
光
山
輪
王
寺

℡
０
２
８
８‐

５
４‐

０
５
３
１

５
月
19
日﹇
火
﹈〜
21
日﹇
木
﹈

第
73
期 

将
棋
名
人
戦 

第
４
局

静
岡
市・浮
月
楼

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
０
４
０

（
実
行
委
員
会
）

５
月
22
日﹇
金
﹈

稲
瀬・葉
梨 

歴
史
の
旅

藤
枝
市
周
辺

℡
０
５
４‐

６
４
３‐

５
０
０
５

（
藤
枝
市
立
稲
葉
公
民
館
）

５
月
23
日﹇
土
﹈

歴
史
ロ
マ
ン
を
訪
ね
る

元
気
ふ
じ
え
だ
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

藤
枝
市・蓮
華
寺
池
公
園

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

１
１
１
３

（
藤
枝
市
健
康
企
画
課
）

５
月
24
日﹇
日
﹈

田
ん
ぼ
ア
ー
ト・田
植
え
イ
ベ
ン
ト

岡
崎
市「
道
の
駅
藤
川
宿
」西

℡
０
５
６
４‐

５
３‐

６
１
９
０

（
岡
崎
商
工
会
議
所
）

５
月
30
日﹇
土
﹈

第
33
回
駿
府
本
山
お
茶
壺
道
中

茶
詰
め
の
儀

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
地
下
広
場

℡
０
５
４‐

２
８
８‐
８
４
４
０

（
Ｊ
Ａ
静
岡
市
）

平
成
27
年
５
月

※

詳
細
は
静
岡
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浜松まつりは、長男（初子）の誕生を祝う市民参
加のおまつり。今から450余年前の永禄年間に、
引間城（現在の浜松城）城主の長男の誕生を
祝って大凧が揚げられたとの伝説があります。
昼には中田島会場で凧合戦、夜には市中心街
で御殿屋台の引き回しと練りが行われます。ま
た、市中心部では、音楽の街らしく、吹奏楽パレ
ード、コンサート等のイベントも開催します。

【主な催し物の日程】
５月３日（日）
　
　
　
　
５月４日（月）
　
　
　
５月５日（火）

　
10時～15時　凧揚げ合戦（中田島会場）
10時～16時　ハーモニカ100曲リレーコンサート（アクトシティ音楽工房）
13時30分～16時　2015ミス浜松まつりコンテスト（アクトシティ大ホール）
17時～18時30分　吹奏楽パレード（連尺･鍛冶町・広小路通り）
18時30分～21時　御殿屋台引き回し（連尺･鍛冶町・広小路通り）
10時～15時　凧揚げ合戦（中田島会場）
10時～11時30分　日本民踊総おどり（ソラモ）
13時～15時30分　おはやしと芸能フェスタ（アクトシティ中ホール）
18時30分～21時　御殿屋台引き回し（連尺･鍛冶町・広小路通り）
10時～12時　子供凧揚げ（中田島会場）
12時～15時　凧揚げ合戦（中田島会場）
18時30分～21時　御殿屋台引き回し（連尺･鍛冶町・広小路通り）

【問い合わせ】 浜松まつり組織委員会
（事務局：（公財）浜松観光コンベンションビューロー ＴＥＬ：０５3-458-0011）

浜松っ子の心意浜松っ子の心意気！記念の大凧が舞い上がる「浜松まつり」開催記念の大凧が舞い上がる「浜松まつり」開催浜松っ子の心意浜松っ子の心意気！記念の大凧が舞い上がる「浜松まつり」開催記念の大凧が舞い上がる「浜松まつり」開催浜松っ子の心意気！記念の大凧が舞い上がる「浜松まつり」開催

家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

・写真提写真提供：供：浜松観光コンベンションビューロー浜松観光コンベンションビューロー・写真提供：浜松観光コンベンションビューロー



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成27年5月1日発行 第62号（毎月1日発行）

平成27年度の表紙は、家康公四百年祭を記念して、
家康公の生涯を、たたらなおきさんに描いていただき
ます。家康公は８歳から１４歳まで臨済寺で、兵法書を
もとに、人としていかに生くべきか、上に立つ者として
の務め、国をいかに治めるか、などについて太原雪斎
の教えを受けました。そのときの教えが、戦国武将とし
て生きぬく家康公の基礎になりました。雪斎は亡くなる
直前、臨済寺で中国の歴史書『歴代序略』の印刷出版
を行っています。これを見た家康公は、本の重要性、印
刷の必要性を認識し、後年、大御所として城を構えた
駿府で銅活字による『群書治要』『大蔵一覧』の印刷を
手がけました。
たたらなおきさんは１９６４年、静岡市生まれの造形作
家。こども目線で家康公を語る「すんぷ家康ワールド」
を展開中。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049
Facebookページ「すんぷ家康ワールド」をご覧くだ
さい。

表紙／竹千代物語②臨済寺手習いの間でお勉強

・シズオカ・サンバカーニバル(～5/5 七間町・呉服町・紺屋町)

・清水エスパルスVSサガン鳥栖(アイスタ)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)

・シズオカ×カンヌウィーク2015(～5/24 清水マリンパーク他)

・次郎長フェスティバル(次郎長通り商店会)

・許認可・著作権相談会(静)

　

　

・エコアクション21取得支援セミナー(静)

　

　　

・許認可・著作権相談会(静)

・鷹の市・駿府市(鷹匠1丁目・駿府町商店街)

・リテールマーケティング検定試験申込受付(～6/15 )

・発明・特許相談会(静)　・製造現場改善支援事業成果発表(清)

・法律相談会(静)

・税務相談会(静)
・ビジネスマネジャー検定試験申込受付(～6/5 )

・創業・起業相談会(静)
・環境社会<eco>検定試験申込受付(～6/12 )

・法律相談会(静)
・第54回静岡ホビーショー(～5/18 ツインメッセ静岡)

・IT・情報化相談会(静・清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・創業相談会(清)　・第70期囲碁本因坊戦第1局静岡対局(～5/14 浮月楼)
・小規模事業者持続化補助金 第二次申請予定者向け説明会(静)

・七間町青空市(七間町名店街)　・清水エスパルスVS横浜Ｆ・マリノス(アイスタ)
・清水港フラワーフェスタ2015(清水マリンターミナル)

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)
・法律相談会(清)　・新規青色申告説明会(静)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・融資相談会(静)
・税務相談会(静)
・「交流会型」就職支援事業の企業向け事前説明会(静)

・IT・情報化相談会(清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・特許相談会(清)　・常議員会(清)

・七間町青空市(七間町名店街)　・静岡おまちバル(静岡地区中心部の飲食店等)
・清水エスパルスVS川崎フロンターレ(アイスタ)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・許認可・著作権相談会(清)　・司法書士相談会(静)
・健康相談(静)　・融資相談会(清)　・清水エスパルスVS名古屋グランパス(アイスタ)

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

・今年のみどころ　・静岡模型教材㈿各社の新製品
・ホビーのまち静岡を体感しよう！
・協賛出展者等（当会議所会員）の商品・サービス

特集：卸商業部会
座談会「卸売業の未来をひらく」
司会：東海澱粉㈱  相談役  神野一成さん
・大日三協㈱  代表取締役社長  清水邦典さん
・㈱濵村屋  代表取締役社長  濵村 晃さん
・オザワ販機㈱  代表取締役社長  小沢成彦さん
・河辺商事㈱  代表取締役社長  河邊博信さん

家康公四百回忌にあたって

第54回静岡ホビーショー

東京からこんにちは
学校法人 麻布獣医学園  麻布大学
浅利昌男さん

新会員ご紹介
１月～２月ご入会事業所
わが社自慢の商品・サービス
今年の静岡茶おすすめ商品
清水港フラワーフェスタ2015
しごとなでしこ
市川洋子さん
静岡の未来
實石貴久さん

しずおか味な店
車や

オーレ！エスパルス！
村田和哉選手
㈱スポーツショップアラジン

会議所TOPICS
清見寺案内看板設置協力企業名簿
部会開催ご案内、ほか

誌上経営相談
有期労働契約通算５年超への対応

徳川みらい学会
浮世絵に描かれた徳川JAPAN

写真で見る静岡商工会議所の動き
２月～３月の商工会議所事業

家康公四百年祭
５月イベント、浜松まつり



卸
商
業
部
会
特
集

静
岡
商
工
会
議
所
・
卸
商
業
部
会（
部
会
長
：
神
野
一
成
・
東
海
澱
粉
㈱
相
談
役
、

部
会
員
：
１
０
５
７
社
）
で
は
平
成
27
年
４
月
３
日
、
静
岡
商
工
会
議
所
・
静

岡
事
務
所
会
館
２
Ｆ
役
員
会
議
室
で
、
部
会
運
営
委
員
を
つ
と
め
る
異
業
種

の
卸
売
業
５
社
の
経
営
者
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し
、
静
岡
地
域
卸
売
業
の

現
状
と
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
責　

静
岡
商
工
会
議
所
・
企
画
広
報
室
）出席者（写真順）

東
海
澱
粉（
株
）　

相
談
役

卸
商
業
部
会　

部
会
長

神
野 

一 

成 

さ
ん

大
日
三
協（
株
）　

代
表
取
締
役
社
長

清
水
邦
典 

さ
ん

（
株
）濵
村
屋　

代
表
取
締
役
社
長

濵
村  

晃 

さ
ん

オ
ザ
ワ
販
機（
株
）　

代
表
取
締
役
社
長

小
沢
成
彦 

さ
ん

河
辺
商
事（
株
）　

代
表
取
締
役
社
長

河
邊
博
信 
さ
ん

司
会

神野一成 さん

卸商業部会　部会長
東海澱粉㈱　相談役

15年前から、食品を加工
してスーパーや小売店に
販売しています。

神
野

本
日
は
、静
岡
の
卸
売
業
を
代
表
す
る

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
業
界

で
は
現
在
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
か
？

　

食
品
業
界
の
市
場
は
75
兆
円
。85
兆
円
ま
で

売
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、人
口
の
減
少
、

海
外
か
ら
の
安
価
な
食
品
の
参
入
な
ど
で
、
市

場
規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。食
品
市
場
を

原
料
に
戻
す
と
約
17
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
国
内

の
農
産
物
が
８
兆
５
千
億
円
。こ
れ
に
国
内
の

水
産
物
を
合
わ
せ
る
と
13
兆
円
で
、
残
り
が
輸

入
食
材
。当
社
の
場
合
、
１
千
億
円
が
国
内
生

産
物
、４
０
０
億
円
が
海
外
か
ら
の
輸
入
で
す
。

　

今
ま
で
は
中
国
が
原
材
料
の
供
給
地
で
し

神
野 価

格
競
争
が
進
み
、

市
場
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

卸
売
業
の
未
来
を
ひ
ら
く

た
が
、円
安
、元
高
、工
業
化
の
進
展
な
ど
で
生

産
地
が
シ
フ
ト
し
て
、そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
。先
日
、
タ
イ
へ
行
き
ま
し
た
ら
、
イ
ギ
リ

ス
の
小
売
団
体
が
制
定
し
た
世
界
で 

一 

番
厳

し
い
安
全
基
準
に
則
っ
た
工
場
が
出
来
て
い
て
、

日
本
よ
り
も
、
ヨ
ー
ロッ
パ
に
食
品
を
売
り
た
い

と
い
う
方
向
に
切
り
替
わ
って
き
ま
し
た
。日
本

の
食
料
供
給
地
は
、年
々
変
わって
き
て
い
ま
す
。

　

消
費
面
で
は
、大
手
の
寡
占
が
ま
す
ま
す
進

ん
で
、Ｐ
Ｂ（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド
）
商
品

も
、
今
は
大
手
が
量
販
店
の
下
に
入
って
作
って

い
ま
す
。

　

当
社
も
、15
年
前
か
ら
製
造
分
野
に
参
入
し

て
い
ま
す
。魚
の
餌
は
当
社
で
作
っ
て
い
ま
す
。

畜
養
で
出
来
た
魚
を
当
社
が
買
っ
て
加
工
し
て

ス
ー
パ
ー
に
販
売
し
て
い
ま
す
。農
産
物
で
は
、

中
国
で
完
成
品
に
近
い
形
ま
で
作
って
、日
本
の

漬
物
屋
さ
ん
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
消
費
者
は
、安
全
性
か
ら
国
産
品
を

愛
用
す
る
傾
向
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

濵
村

当
社
は
食
品
卸
問
屋
で
、
売
上
は
約

52
億
円
。売
上
50
億
円
〜
１
０
０
億
円
の
卸
問

屋
は
、静
岡
県
に
10
社
あ
り
ま
す
。卸
問
屋
は
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
た
商
品
を
左
か
ら
右

へ
流
す
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｂ

濵
村
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東
海
澱
粉（
株
）

● 

代
表
取
締
役
社
長
／
増
田
敏
明

● 

創
立
／
１
９
４
６
年

● 

資
本
金
／
７
億
８
１
８
１
万
円

● 

静
岡
市
葵
区
伝
馬
町
24‐
15

● 

T
E
L 

0
5
４
‐
２
５
３ 
‐
０
９
３
４

東
海
澱
粉
工
業
㈱
と

し
て
設
立
。
会
社
発

足
当
初
は
澱
粉
の
加

工
・
販
売
を
主
た
る

業
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
水
産
物
や

農
産
物
の
輸
入
・
輸

出
等
に
事
業
を
多
角

化
し
、
現
在
は
静
岡

で
最
も
大
き
い
食
品

関
連
の
総
合
商
社
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

大
日
三
協（
株
）

● 

代
表
取
締
役
社
長
／
清
水
邦
典

● 

創
立
／
１
９
６
１
年

● 

資
本
金
／
５
２
５
０
万
円

● 

静
岡
市
葵
区
流
通
セ
ン
タ
ー
12‐

1

● 

T
E
L 

0
5
４
‐
２
６
３ 

‐
２
４
３
５

洋
紙
、
板
紙
、
オ
フ
ィ
ス
用
紙
、
家
庭
紙
、
情
報
用
紙
、

特
殊
紙
等
の
卸
販
売
を
中
心
に
紙
の
総
合
商
社
と
し
て

信
頼
を
築

く
。
２
０
１

５
年
４
月
、

大
日
紙
業
㈱

と
三
協
通
商

㈱
が
合
併

し
、
大
日
三

協
㈱
と
商
号

変
更
。

清水邦典 さん

大日三協（株）
代表取締役社長

オリジナリティのあるメモ
帳を開発して、ＨＰで全国
に販売しています。

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
）商
品
は
、
差
別
化
が

し
に
く
い
。そ
こ
で
、
大
手
流
通
業
者
も
、
私
た

ち
の
得
意
先
で
あ
る
ホ
テ
ル
や
学
校
に
営
業
を

か
け
て
い
て
、
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。

　

そ
の
中
で
「
地
域
密
着
」
と
い
う
言
葉
が
よ

く
出
ま
す
。静
岡
県
は
、
食
材
で
は
優
秀
な
県

で
、
そ
れ
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。当
社
が
生

産
者
と
製
造
業
者
を
結
び
つ
け
て
、
一 

緒
に
地

場
の
商
品
を
開
発
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。た
と
え
ば
焼
津
小
川
港

の
ゴマ
サ
バ
を
使
っ
た
商
品
を
学
校
に
納
入
し
て

い
ま
す
。こ
れ
が
年
間
15
万
食
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
食
産
業
は
、働
く
人
が
い
な
い
、お
客
様
が

来
な
い
、輸
入
の
原
材
料
が
高
い
、と
い
う
状
況

で
す
が
、
全
国
40
社
の
食
品
卸
が
集
ま
っ
て
㈱

ジ
ェフ
ダ
（
全
日
本
外
食
流
通
サ
ー
ビ
ス
協
会
）

を
作
り
、３
千
億
円
の
商
売
を
し
て
い
ま
す
。㈱

ジ
ェフ
ダ
の
主
導
で
メ
ー
カ
ー
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

業
務
用
食
品
を
作
り
、外
食
産
業
に
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
ニッ
チ
市
場
を
ね
ら
っ
た
り
、
他
社
が
真
似
の

で
き
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
売
で
、
生
き
残
っ

て
い
こ
う
と
思
って
い
ま
す
。

小
澤

当
社
は
木
工
機
械
と
工
具
、
刃
物
を

販
売
し
て
お
り
、
工
場
が
相
手
で
す
。20
年
前

ま
で
は
静
岡
の
家
具
や
木
工
製
品
は
量
産
品

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
住
構
造
の
変

化
や
量
産
の
生
産
が
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
シ

フ
ト
し
た
た
め
に
仕
事
が
激
変
。木
工
所
の
多

く
は
、海
外
に
進
出
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、国

内
に
残
って
、店
舗
、マ
ン
シ
ョン
、ホ
テ
ル
な
ど
の

物
件
や
特
注
品
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

量
産
の
時
は
、
ど
の
工
場
も
同
様
の
機
械
が

使
わ
れ
ま
し
た
が
、
物
件
や
特
注
品
と
な
る

と
、
個
々
の
お
客
様
の
方
針
に
沿
う
も
の
を 

一 

緒
に
考
え
ま
す
。機
械
で
作
る
の
か
、手
づ
く
り

か
、ど
う
い
う
設
備
で
、ど
う
い
う
方
法
で
や
る

の
か
、
お
客
様
の
得
意
・
不
得
意
も
考
慮
し
、

こ
ち
ら
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
営

業
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
工
機
械
は
非
鉄
の
柔
ら
か
い
材

料
な
ら
加
工
で
き
る
の
で
、
樹
脂
や
軽
金
属

を
加
工
す
る
業
界
へ
の
販
路
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

清
水

コ
ン
ピュ
ー
タ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
非
常
に
速
く
進
ん
だ
こ
と
が
、
紙
卸

業
界
を 

一 

変
さ
せ
ま
し
た
。２
０
０
０
年
に
日

本
製
紙
グ
ル
ー
プ
と
王
子
製
紙
グ
ル
ー
プ
の
２

大
メ
ー
カ
ー
が
で
き
て
か
ら
業
況
が
悪
く
な
り

ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を
受
け
て
、
印
刷
会

社
さ
ん
の
業
績
が
縮
小
し
て
い
る
の
で
、
印
刷

関
係
の
洋
紙
や
機
材
の
販
売
も
シ
ュ
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
。

　

紙
卸
は
２
０
０
０
年
当
時
、
全
国
に
８
０
０

社
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
３
８
０
社
に
半
減
。

全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会
の
組
合
員
数

は
、２
０
０
０
年
の
１
万
２
千
社
か
ら
、
現
在
は

５
千
４
０
０
社
に
減
少
。ま
だ
淘
汰
の
さ
な
か

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
各
社
は
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
ま
す
。印
刷
業
者

さ
ん
は
、
情
報
加
工
業
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
印
刷
機
を
導
入
し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
あ
る
メ
モ
帳
を
制
作
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

河
邊

鉄
鋼
業
界
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
以
前

の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
要
因

は
、
産
業
の
空
洞
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
す
。２
０

１
２
年
に
は
、
新
日
本
製
鐵
と
住
友
金
属
工
業

が
合
併
。昨
年
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
鉄
を
作
る

電
炉
メ
ー
カ
ー
３
社
が
事
業
か
ら
撤
退
。商
社

の
間
で
も
合
併
が
あ
り
ま
し
た
。鉄
鋼
市
場
は

縮
小
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
は
言
って
も
、
鉄
は
常
に
使
わ
れ
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
メ
ー
カ
ー
の
国
内
回
帰
、

イ
ン
フ
ラ
の
更
新
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
な

ど
で
、需
要
が
静
岡
に
ま
わ
って
き
て
く
れ
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
。

自
社
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

商
品・サ
ー
ビ
ス
を
極
め
る

神
野

各
業
界
が
抱
え
る 

一 

番
の
課
題
は
何

で
し
ょ
う
か
？

　

食
品
の
練
り
製
品
は
、
か
つ
て
５
千
億
円
の

需
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
３
千
億
円
前

後
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。Ｉ
Ｔ
と
物
流
が

進
ん
で
、
消
費
者
の
選
択
肢
が
大
き
く
広
が
っ

た
か
ら
で
す
。お
客
様
が
何
を
欲
し
が
って
い
る

小
沢

河
邊

清
水

神
野



（
株
）濵
村
屋

● 

代
表
取
締
役
社
長
／
濵
村　

晃

● 

創
立
／
宝
暦
年
間

● 

資
本
金
／
１
０
０
０
万
円

● 

静
岡
市
葵
区
流
通
セ
ン
タ
ー
５‐

８

● 

T
E
L 

0
5
４
‐
２
６
３ 

‐
２
２
４
１

駿
府
城
へ
の
御
用
商
人
と
し
て
酒
屋
を
長
い
間
営
み
、

広
く
生
活
必
需
品
と
し
て
の
食
料
品
の
扱
い
を
増
や
し

つ
つ
、
１
９
５
５
年
に
法

人
改
組
し
現
在
に
至

る
。
得
意
先
は
、
県
内

学
校
・
産
業
・
病
院
等

へ
の
給
食
か
ら
外
食
産

業
ま
で
多
彩
で
あ
り
、

取
扱
商
品
も
調
味
料
、

乾
物
、
チ
ル
ド
、
冷
凍

食
品
な
ど
１
万
ア
イ
テ

ム
以
上
に
上
る
。

オ
ザ
ワ
販
機（
株
）　

● 

代
表
取
締
役
社
長
／
小
沢
成
彦

● 

創
立
／
１
９
５
８
年

● 

資
本
金
／
１
５
０
０
万
円

● 

静
岡
市
駿
河
区
南
安
倍
３‐

16‐

５

● 

T
E
L 

0
5
４
‐
２
８
２ 

‐
９
３
６
５

木
材
、
樹
脂
、
軽
金

属
、
新
素
材
の
加
工

に
最
適
な
機
械
、
刃

物
、
工
具
の
卸
売
業

と
し
て
設
立
。
マ
シ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

ツ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ま

で
自
社
で
対
応
。
隔

年
開
催
の
「
静
岡
木

工
／
産
業
機
械
展
」

に
出
展
。

濵村晃 さん

（株）濵村屋
代表取締役社長

生産者と製造業者を結び
つけて、地場の商品を開
発しています。

河邊博信 さん

河辺商事（株）
代表取締役

スピード対応と少量対応
でお客様のニーズに応え
ています。

の
か
、
得
意
先
の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

的
確
に
と
ら
え
た
い
。Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
、
分
析

の
技
術
が
進
ん
で
く
る
と
、
分
析
の
で
き
る
大

手
さ
ん
が
有
利
に
な
り
ま
す
。こ
れ
が 

一 

番
の

課
題
で
す
。

　

ど
う
い
う
対
応
の
方
法
が
あ
る
か
と
言
え

ば
、皆
様
と
同
様
に
、Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
、東
海

澱
粉
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
は
何
か
を
見

出
し
て
、進
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

濵
村

Ｎ
Ｂ
商
品
は
、
価
格
競
争
に
な
る
と
、

粗
利
が
下
が
り
、
会
社
の
業
績
が
悪
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
や
れ

ば
い
い
か
。

　

基
本
は
、お
客
様
と
コ
ン
タ
ク
ト
の
と
れ
る
営

業
を
す
る
こ
と
。人
材
育
成
で
は
、
現
場
に
出

て
、
お
客
様
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
お
客
様

と
話
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

ふ
た
つ
め
は
物
流
の
共
通
化
。当
社
の
拠
点

は
、沼
津
、静
岡
、吉
田
、浜
松
に
あ
り
ま
す
が
、

た
と
え
ば
静
岡
の
街
中
の
お
客
様
に
つ
い
て
他

の
問
屋
さ
ん
と
話
し
て
み
る
と
、
肉
屋
さ
ん
も
、

魚
屋
さ
ん
も
、
八
百
屋
さ
ん
も
、
同
じ
お
客
様

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
ま
す
。共
同
で
配
送
で
き

れ
ば
物
流
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
ま
す
し
、
人
件

費
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。ま
だ
４
社
の
参
加
で
す

が
、共
同
配
送
を
試
験
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
地
元
の
生
産
者
、
製
造
業
者
と 

一

緒
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。最
近
は「
道
の

駅
」「
村
の
駅
」が
生
産
農
家
か
ら
直
接
、
野
菜

を
仕
入
れ
て
、
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
社

は
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
季
節
の
野
菜
で
商
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。肉
で
は
、
静
岡
そ
だ
ち
を
使
っ

た
コ
ロッ
ケ
や
ピ
ロ
シ
キ
を
作
り
、「
村
の
駅
」で

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ー
パ
ー
で

も
、そ
の
商
品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日「
日
本
の
人
口
は
30
年
後
に
は
、６
千
万

人
に
減
る
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。こ
の
問

題
に
対
し
て
は
、行
政
と 

一 

緒
に
な
って
、子
ど

も
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

小
澤

労
働
集
約
型
の
量
産
も
の
づ
く
り
は
、

中
国
、東
南
ア
ジ
ア
へ
生
産
拠
点
が
シ
フ
ト
し
て

い
る
の
で
、
海
外
へ
出
て
い
く
か
、日
本
に
残
って

何
を
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、世
代
交
代
が
あ
って
、戦
後
か
ら
仕
事
を
し

て
こ
ら
れ
た
先
代
か
ら
、
そ
の
息
子
さ
ん
の
時

代
に
な
って
い
ま
す
。若
さ
が
あ
って
、従
来
の
木

工
の
も
の
づ
く
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
新
し
い
方

向
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
人
、
面
白
い
発
想
を

す
る
人
も
い
ま
す
。そ
う
い
う
次
世
代
の
方
の

夢
に
期
待
し
て
、 一 

緒
に
協
力
し
て
、
当
社
も

伸
び
て
い
き
た
い
。

清
水
●
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
す
。

Ｉ
Ｔ
化
、デ
ジ
タ
ル
化
、
物
流
の
進
化
に
対
応
で

き
る
、先
を
見
た
事
業
展
開
が
避
け
よ
う
も
な

い
状
況
で
す
。わ
れ
わ
れ
紙
卸
問
屋
も
、
お
客

様
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
態
勢
に
も
っ
て

い
く
。そ
の
中
で
、事
業
の
共
同
化
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一 

方
で
は
共
同
・
共
生
を
図
り
、も
う 

一 

方

で
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
っ
た
自
分
の
会
社
で

し
か
で
き
な
い
商
品
を
開
発
す
る
。北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
全
国
津
々
浦
々
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
経
費
を
か
け
ず
に
発
信
で
き
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
手
段
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

河
邊
●
人
口
減
、
高
齢
化
は
大
き
な
構
造
的

な
問
題
で
す
が
、
そ
う
い
う
中
で
も
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
や
要
望
が
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。特
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
に
感
じ
る
の

が
、
ス
ピ
ー
ド
対
応
と
少
量
対
応
への
強
い
ニ
ー

ズ
で
す
。販
売
量
は
停
滞
し
て
い
る
の
で
す
が
、

細
か
い
対
応
を
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
付
加
価

値
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
、業
績
は
悪
く
な
い
。

ま
ず
は
自
社
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
さ

ら
に
極
め
る
こ
と
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
客
様
と
の
接

点
の
中
で
の
共
同
開
発
で
す
。当
社
で
も
、
コ
ン

ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
に
取
り
付
け
る
家
具
や
棚
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ゴ
ル
フ
の
レッ
ス
ン

器
具
の
開
発
に
協
力
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
柔
軟
な
発
想
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

濵
村

小
沢

河
邊

清
水

静岡そだちピロシキ



卸商業部会特集 卸売業の未来をひらく

た
め
に
頑
張
り
ま
す
」と
言
う
の
で
す
が
、「
会

社
の
た
め
に
や
る
の
で
は
な
く
て
、奥
様
や
恋
人

を
ま
ず
大
切
に
し
て
、他
人
に
優
し
く
、思
い
や

る
気
持
ち
を
も
っ
て
、
お
客
様
と
接
し
て
い
け

ば
、
結
果
は
お
の
ず
と
出
る
」と
、
社
員
に
話
し

て
い
ま
す
。実
際
、
不
況
の
中
、
こ
の
３
年
間
で

１
０
３
％
の
業
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。今
春

の
食
品
業
界
は
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュで
す
が
、
値
上

げ
を
お
客
様
に
納
得
し
て
も
ら
う
作
業
に
６

月
ま
で
取
り
組
ん
で
、そ
の
後
は
、新
規
開
拓
に

取
り
組
み
ま
す
。

小
澤
●
日
本
は
島
国
で
資
源
が
無
い
で
す
か

ら
、
人
材
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。バ
ブ
ル
期
ま
で
の

日
本
は
世
界
の
工
場
で
、
量
産
で
世
界
に
電
機

製
品
な
ど
を
売
っ
て
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。調

子
に
乗
って
い
た
ら
、
バ
ブ
ル
で
落
ち
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
で
落
ち
て
、以
前
と
同
じ
こ
と
を
や
って

い
て
は
食
べ
て
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。も
う
１

度
、考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
。

　

松
下
幸
之
助
や
本
田
宗 

一 

郎
の
よ
う
な
、ゼ

ロ
か
ら
や
る
根
性
を
持
ち
、
新
し
い
発
想
を
実

行
で
き
る
人
材
が
出
な
い
と
、
こ
の
荒
波
を
盛

り
返
し
て
、
日
本
が
も
う 

一 

度
、
世
界
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
経
済
大
国
に
な
る
の
は
難
し
い
。そ

う
い
う
根
性
が
生
ま
れ
育
つ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
、

ま
だ
日
本
に
残
って
い
る
と
思
い
ま
す
。

河
辺
商
事（
株
）

● 

代
表
取
締
役
社
長
／
河
邊
博
信

● 

創
立
／
１
９
２
８
年

● 

資
本
金
／
４
４
０
０
万
円

● 

静
岡
市
葵
区
沓
谷
６‐
18‐
８

● 

T
E
L 

0
5
４
‐
２
６
１‐
５
１
０
１

鋼
材
、
非
鉄
金
属
、
資

材
の
販
売
お
よ
び
加
工

ま
で
を
業
務
内
容
と
し
、

主
な
取
扱
製
品
は 

一 

般

鋼
材
、
非
鉄
金
属
、
鉄

鋼
二
次
三
次
製
品
、
土

木
資
材
な
ど
を
県
内 

中

部
を
中
心
に
卸
し
て
い

る
。

小沢成彦 さん

オザワ販機（株）
代表取締役

量産から特注対応へと転
換する工場に新しい方向
を提案しています。

自
ら
考
え
、行
動
す
る
社
員
を

ど
う
育
て
る
か

神
野
●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
日
本
の
食
品

業
界
の
商
流
は
異
質
で
す
。欧
米
で
は
、
野
菜

は
相
対
で
品
質
を
見
て
価
格
を
決
め
ま
す
。日

本
で
は
、農
産
物
は
品
質
に
関
係
な
く
、オ
ー
ク

シ
ョン
に
か
け
て
価
格
を
決
め
ま
す
。日
本
の
価

格
決
定
方
式
が
、い
つ
ま
で
続
く
か
疑
問
で
す
。

　

商
流
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
に
は
、
当
社
の
従
業
員

が
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
自
分
で
仕
入
れ
て
、
そ

れ
を
自
分
で
加
工
し
て
、コ
ス
ト
計
算
を
し
な
が

ら
、
お
客
様
に
提
案
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ

う
い
う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
が
、皆
様
は
、ど
う
お
考
え
で
す
か
？

清
水
●
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。自
社
の
強

み
を
把
握
す
る
人
材
を
育
成
し
て
、
お
客
様
に

訴
え
る
こ
と
で
、
企
業
の
魅
力
が
伝
わ
り
ま

す
。さ
ら
に
何
か
新
し
い
も
の
を
提
供
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
動
機
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。人
材
育
成
は
大
事
で
す
。

神
野
●
静
岡
の
本
当
の
強
み
は
何
か
、
弱
み
は

何
か
、
分
析
し
て
、
静
岡
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
。同
様
に
、
自
社
の
強
み
、
弱
み
を
把
握

し
て
、強
み
を
伸
ば
す
か
、弱
み
を
無
く
す
か
、

方
向
性
を
探
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
が
自
社
の
強
み
で
、
何
が
弱
み
か
が
分
か
る

人
材
を
育
て
て
い
く
の
が
重
要
な
こ
と
だ
と

思
って
い
ま
す
。

濵
村
●
５
年
前
に
社
長
に
就
任
し
て
社
風
を

改
め
、古
い
社
員
が
辞
め
た
こ
と
も
あ
り
、今
春

は
11
人
を
採
用
し
ま
し
た
。社
員
は
「
会
社
の

濵
村
●
当
社
で
は
月
１
回
、静
岡
県
下
の
営
業

マ
ン
を
全
員
呼
ん
で
、学
校
給
食
、外
食
、産
業

給
食
、
病
院
介
護
給
食
、
業
務
推
進
と
５
つ
の

部
会
に
分
け
て
、
営
業
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。各
部
会
に
各
営
業
所
の
社
員
を
ひ
と
り
ず

つ
当
て
て
い
る
の
で
、気
質
が
全
然
違
う
浜
松
の

人
間
と
静
岡
の
人
間
が 

一 

緒
に
営
業
戦
略
を

考
え
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
営
業
を
や
っ
て
い
る

か
、マ
ー
ケ
ッ
ト
を
把
握
を
し
て
、
ど
う
い
う
も

の
を
売
っ
て
い
く
の
か
、
新
し
い
レ
シ
ピ
な
ど
を

考
え
て
も
ら
って
い
ま
す
。そ
う
い
う
中
で
、こ
の

人
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い
う
ハン
グ
リ
ー
精
神

が
育
って
き
ま
し
た
。

河
邊
●
お
客
様
の
幸
せ
、
自
社
の
幸
せ
、
周
り

の
幸
せ
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。当
社
で
は
、
道
徳
の
勉
強
会
を
繰
り
返
し

実
施
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、
感
謝
の
心
、
思
い

や
り
の
心
、
自
立
の
心
、に
関
わ
る
話
を
し
て
い

ま
す
。お
客
様
の
信
頼
を
得
る
人
間
像
で
あ
る

こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
を
お
客
様
が
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、話
が
膨
ら
ん
で
、お
互
い
に
安
心

し
あ
って
お
つ
き
あ
い
が
で
き
ま
す
。

　

静
岡
の
強
み
は
、地
の
利
、気
候
の
良
さ
、文

化
。そ
れ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
人
が
集
ま

り
、人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、経

済
的
な
効
果
も
出
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
静
岡

の
良
さ
を
微
力
な
が
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

神
野
●
皆
様
の
話
を
聞
い
て
、
従
来
の
卸
売
の

機
能
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、静
岡
に
も
元

気
な
企
業
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
意
を

強
く
し
ま
し
た
。本
日
は
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

神
野

神
野

神
野

濵
村

濵
村

小
沢

河
邊

清
水



ツインメッセ静岡 北館 南館 入場無料

　

プ
ラ
モ
デ
ル
、ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
、鉄
道
模
型
の
国
内
有
名
メ
ー
カ
ー
76
社

が
一
堂
に
会
し
注
目
の
新
製
品
を
発
表
し
ま

す
。前
半
２
日
間
は
業
者
招
待
日
と
し
て
国

内
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
バ
イ
ヤ
ー
が
集
ま

り
活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

後
半
２
日
間
は
一
般
公
開
日
と
し
て
入
場

無
料
で
開
放
、毎
年
７
万
人
を
超
え
る
来
場

者
を
集
め
る
ホ
ビ
ー
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。国
産
プ
ラ
モ
デ
ル
の
誕
生
か
ら
半
世

紀
、今
や
日
本
の
プ
ラ
モ
デ
ル
メ
ー
カ
ー
は
世

界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
。そ
し
て
そ

の
多
く
は
静
岡
に
あ
り
、静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー

を
は
じ
め
多
く
の
ホ
ビ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。静
岡
市
は「
模
型
の
世
界
首

都
」と
し
て
世
界
中
の
模
型
フ
ァ
ン
に
情
報

を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
注
目
を
集
め
る
ホ
ビ
ー
の
祭
典
！

今
年
も
有
名
メ
ー
カ
ー
が
注
目
の
新
製
品
を
発
表
！

　
一
般
公
開
日
に
は
全
国
の
モ
デ
ラ
ー
が
自

慢
の
作
品
を
持
ち
寄
り
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

第
26
回
を
迎
え
る
今
年
は
台
湾
、韓
国
、マ

　

子
供
た
ち
へ
の
模
型
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て

毎
年
一
般
公
開
日
に
は
２
日
両
日
と
も
中
学

生
以
下
の
ご
来
場
者
先
着
１
，０
０
０
名
様

世
界
最
大
級
の
模
型
展
示
会

「
第
26
回
モ
デ
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
作
品
展
」を
同
時
開
催

５
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡 

南
館
＆
４
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

レ
ー
シ
ア
な
ど
海
外
か
ら
の
参
加
も
あ
わ
せ
て

２
３
５
の
モ
デ
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
参
加
、展
示

作
品
数
は
８
，０
０
０
点
を
上
回
る
世
界
最

大
級
の
模
型
作
品
展
が
今
年
も
開
催
で
す
。

に
静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
出
展
企
業
か
ら
プ
ラ
モ

デ
ル
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
般
公
開
日
に
は
先
着
１
，０
０
０
名
様
に

プ
ラ
モ
デ
ル
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
中
学
生
以
下
）

５
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

お問合せ／静岡模型教材協同組合　TEL054-287-5931

両日1,000名様にプラモデルなどをプレゼント（中学生以下を対象）



静岡ホビーショー同時開催のイベント＆注目スポット
ホビーのまち静岡を体感しよう！

国内最大のホビーイベント「静岡ホビーショー」の季節がやってきました。周辺施設ではホビーに関するイベント
が盛りだくさん！家族みんなでホビーのまち静岡を満喫しよう！

静岡模型教材協同組合各社の新製品ラインナップNew Lineup

㈱
青
島
文
化
教
材
社

㈱
ハ
セ
ガ
ワ

昭
和
37
年
に
当
時
の
国
鉄
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
た
Ｄ
Ｄ
51
形
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
車
。「
博
物
館
の
模
型
を
自

分
の
部
屋
に
」を
テ
ー
マ
に
徹
底
取

材
の
も
と
重
量
感
あ
ふ
れ
る
機
関

車
の
魅
力
を
１
／
45
ス
ケ
ー
ル
で
再

現
し
ま
し
た
。シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
で

は
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
話
題
と

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の「
北
斗
星
」

を
題
材
と
し
た
モ
デ
ル
を
リ
リ
ー
ス
。

組
立
を
し
な
が
ら
構
造
が
わ
か
り

興
味
が
深
ま
る
と
い
う
教
材
的
な

楽
し
み
を
大
切
に
し
、幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
キ
ッ
ト
で
す
。精
密
な
運
転
士
フ

ィ
ギ
ュ
ア
２
体
、道
床
型
／
ピ
ッ
ト
型

を
表
裏
で
選
べ
る
展
示
台
が
付
属

し
ま
す
。

１
／
45
Ｏ
Ｊ
ト
レ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
№
01

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

Ｄ
Ｄ
51　

北
斗
星

小
売
価
格
：
１
４
，８
０
０
円（
税
別
）

全
長
２
４
８
ｍ
、全
幅
３
８
ｍ
、基
準

排
水
量
１
９
５
０
０
ｔ
と
海
上
自

衛
隊
の
中
で
最
大
の
艦
容
を
誇
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦
で
す
。

同
時
に
５
機
の
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
離
発
着
可
能
で
、連
続
し
た
対

潜
水
艦
作
戦
が
行
え
ま
す
。キ
ッ
ト

は
、最
新
の
技
術
力
で
部
品
点
数

を
極
力
抑
え
、「
精
密
さ
」、「
組
み

立
て
易
さ
」を
最
重
要
視
し
た
パ
ー

ツ
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
ン 

シ
リ
ー
ズ
№
031

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

〝
い
ず
も
〞

ス
ケ
ー
ル
：
１
／
７
０
０

小
売
価
格
：
予
価
４
，０
０
０
円（
税
別
）

模
型
全
長
：
３
５
６㎜

模
型
全
幅
：
７
４㎜

発
売
予
定
：
６
月

１
／
32
と
い
う
ビ
ッ
グ
ス
ケ
ー
ル
で
古

今
の
航
空
機
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る

「
１
／
32
エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
シ
リ
ー

ズ
」。そ
の
最
新
モ
デ
ル
が
第
二
次
大

戦
の
イ
ギ
リ
ス
の
傑
作
機「
デ
・ハ
ビ

ラ
ン
ド
モ
ス
キ
ー
ト
」で
す
。モ
ス
キ

ー
ト
は
非
武
装
の
木
製
高
速
爆
撃

機
と
し
て
開
発
さ
れ
、そ
の
優
れ
た

搭
載
能
力
と
高
速
性
能
に
よ
っ
て
あ

ら
ゆ
る
任
務
に
使
用
さ
れ
た
多
用

途
双
発
機
。そ
の
派
生
型
の
中
で
も

主
力
タ
イ
プ
と
し
て
活
躍
し
た「
戦

闘
爆
撃
機
型
」を
モ
デ
ル
化
し
ま
し

た
。模
型
の
全
幅
は
５
１
５㎜
に
も
な

る
迫
力
の
大
型
モ
デ
ル
。綿
密
な
実

機
取
材
に
基
づ
き
、木
製
機
な
ら
で

は
の
滑
ら
か
な
胴
体
や
主
翼
に
、エ

ン
ジ
ン
や
コ
ク
ピ
ッ
ト
、胴
体
下
部
の

爆
弾
倉
、主
脚
基
部
な
ど
の
高
密
度

な
デ
ィ
テ
ー
ル
表
現
を
融
合
。大
型

モ
デ
ル
な
ら
で
は
の
存
在
感
が
楽
し

め
ま
す
。臨
場
感
を
高
め
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
他
、実
機
資
料
や
解

説
文
を
綴
っ
た
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
Ｂ
５

版
の
豪
華
資
料
集
も
付
属
し
ま
す
。

㈱
タ
ミ
ヤ

１
／
32

エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
シ
リ
ー
ズ

デ
・ハ
ビ
ラ
ン
ド
モ
ス
キ
ー
ト 

FB
 M
k.V
I

（
仮
称
）

小
売
価
格
：
予
価
１
９
，８
０
０
円（
税
別
）

発
売
予
定
：
２
０
１
５
年
７
月

タミヤ・オープンハウス
日　時／

会　場／
内　容／

問合せ／

5月16日（土） 9：00～16：30
5月17日（日） 9：00～16：30
㈱タミヤ本社
タミヤ本社を開放します！
販売コーナー、ミニ四駆などの工作教室（有料）のほか、普段は見
ることが出来ない製造現場の見学など内容盛りだくさん！
㈱タミヤ　TEL：054-286-5105
http://www.tamiya.com/japan/index.htm

グランシップ・トレインフェスタ2015
日　時／

会　場／
内　容／

問合せ／

5月16日（土） 10：00～17：00
5月17日（日） 10：00～15：30
グランシップ
日本最大級の鉄道イベント
鉄道模型走行、ミニ列車乗車会、鉄道グッズ・駅弁販売など魅力
的な催しがいっぱい！
グランシップチケットセンター　TEL：054-289-9000
http://www.granship.or.jp/audience/event.php?id=1209

静岡ホビースクエア
日　時／

会　場／
入場料／
内　容／

問合せ／

（静岡ホビーショー期間）
5月14日（木）～16日（土） 10：00～21：00
5月17日（日） 10：00～19：00
静岡ホビースクエア
常設展示場：無料　企画展示場：（金子辰也ジオラマ展）有料
JR静岡駅南口から徒歩1分。静岡の模型メーカー6社の製品展
示や静岡の歴史が詰まった伝統工芸品の常設展示場では長い
歴史を持つ静岡の文化の魅力を再発見出来ます。
静岡ホビースクエア　TEL：054-289-3033
http://hobbysquare.jp/

金子辰也ジオラマ展
日　時／

会　場／
入場料／
内　容／

問合せ／

（静岡ホビーショー期間）
5月14日（木）～16日（土） 10：00～21：00
5月17日（日） 10：00～19：00
静岡ホビースクエア
高校生以上600円、中学生以下無料
プロモデラー金子辰也史上最大規模！ジオラマビルダーへの最
初の一歩となった少年時代の作品やこれまでの未公開の作品も
展示。
静岡ホビースクエア　TEL：054-289-3033
http://hobbysquare.jp/event/

入場
無料

入場
無料
常設展示場

入場
無料

http://www.hobby-shizuoka.jp



商品・サービスご紹介第54回 静岡ホビーショー
協賛出展社等（会員のみ）

㈱ウッディジョー
〒422-8017 静岡市駿河区大谷691
TEL 054-298-6200　FAX 054-283-8586
http://www.woodyjoe.com
E-mail info@woodyjoe.com

会
社
概
要

㈲アスカモデル
〒422-8027 静岡市駿河区豊田3‐5‐30
TEL 054-203-2100　FAX 054-203-2103
http://asukamodel.com
E-mail info@asukamodel.com

会
社
概
要

㈱静岡クリエイト
〒422-8005 静岡市駿河区池田144-1
TEL 054-262-8851　FAX 054-262-8852
http://shizuoka-create.jp
E-mail info@shizuoka-create.jp

会
社
概
要

会
社
概
要

㈲プラッツ
〒424-0886 静岡市清水区草薙3-1-1
TEL 054-345-2047　FAX 054-345-2285
http://www.platz-hobby.com
E-mail info@platz-hobby.com

日
本
の
空
を
守
る
航
空
自
衛
隊
の
主
力
戦

闘
機
Ｆ-

15
Ｊ
イ
ー

グ
ル
を
、実
機
取

材
や
最
新
の
資
料

を
基
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
モ
デ
ル
キ
ッ
ト

化
し
ま
し
た
。外

形
や
細
部
デ
ィ
テ

ー
ル
な
ど
正
確
に

再
現
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ツ
が
自
信

を
持
っ
て
お
送
り

し
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
の
主
力
戦
闘
機
を

完
全
新
規
キ
ッ
ト
化

モ
デ
ラ
ー
ズ
フ
リ
マ
は
プ
ラ
モ
デ
ル
と
ミ
ニ
カ

ー
専
門
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。お
宝
キ
ッ
ト

や
掘
り
出
し
物
を
探
し
な
が
ら
模
型
好
き

同
士
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。中
古
や
部
品
、

組
み
立
て
済
み
な
ど
も
あ
り
、模
型
フ
ァ
ン

に
は
た
ま
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

模
型
好
き
の
た
め
の

「
モ
デ
ラ
ー
ズ
フ
リ
マ
」開
催
！

4,104円（税込）

会
社
概
要

〒420-0866 静岡市葵区西草深町22-13
TEL 054-272-4797　FAX 054-271-0113
http://www.ebbro.co.jp/
E-mail info@ebbro.co.jp

日
本
の
旧
車
、レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
、バ
イ

ク
等
を
中
心
に
ミ

ニ
カ
ー
で
再
現
、商

品
化
し
て
全
国
、

全
世
界
に
販
売
し

て
い
ま
す
。葵
区
の

浅
間
通
り
商
店
街

に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
、多
数
の
商
品

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

乗
用
車
、レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を

ミ
ニ
カ
ー
で
再
現
。

1台 3,570円（税込）～

会
社
概
要

㈱シモムラアレック
〒420-0885 静岡市葵区大岩町5-23
TEL 054-249-0832　FAX 054-249-0833
http://shimomura-alec.co.jp
E-mail alec@d9.dion.ne.jp

㈲エムエムピー

国
内
唯
一
の
木
製
帆
船
模
型
メ
ー
カ
ー・ウ
ッ

デ
ィ
ジ
ョ
ー
で
は
、世
界
の
帆
船
の
ほ
か
、全

国
の
城
・
仏
閣
を
精
密
に
モ
デ
ル
化
。「
１
／

24
八
丁
櫓
」は
、家
康
公
の
護
衛
船
と
し
て

活
躍
し
た
焼
津
の
高
速
漁
船
を
忠
実
に
再

現
。桧
材

を
中
心
に

構
成
し
た

創
り
や
す

い
木
製
帆

船
キ
ッ
ト

で
す
。

徳
川
家
康
公 

四
百
年
祭

１
／
24
八
丁
櫓
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！18,000円（税別）

独
自
の
鋼（
ハ
ガ
ネ
）の
板
を
採
用
、板
状
刃

物
を
直
に
持
ち
使
用
感
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
指

に
伝
わ
り
微
細
な
作
業
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
引
き

彫
り
な
の

で
横
引
き

も
可
能
で

深
く
食
い

込
む
事
も

あ
り
ま
せ

ん
。
全
３

種
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
！

本
格
ス
ジ
彫
り
専
用
ツ
ー
ル・

Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｙ

ア
イ
デ
ア・フ
リ
ー・ス
タ
イ
ル

自
由
な
発
想
で
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
生
か
し
た
モ
デ
リ
ン
グ
に
挑

戦
。模
型
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
が
広
が
る
模

型
作
り
を
提
案
し
ま
す
。お
な
じ
み
の
１
／

35
ミ
リ
タ
リ

ー
モ
デ
ル
に

加
え
、１
／

24
カ
ー
モ
デ

ル
に
も
ご
期

待
下
さ
い
。

お
気
軽
に
楽

し
め
る
プ
ラ

モ
ザ
ル
も
あ

り
ま
す
よ
！

アスカモデルはメイドイン静岡です！1,944円（税込）



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
※平成26年12月開催セミナーより、最新版「弥生15シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

6月3日㈬

6月3日㈬

5月11日㈪

5月11日㈪

昼食付感謝企画
キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

6月 9日（火）～12日（金）
7月 3日（金）
7月 7日（火）～10日（金）
7月20日（月祝）

昼食付 12,340円
昼食付 12,340円
昼食付 12,340円
昼食付 16,660円

感謝デー10，720円
・6月2日（火）～5日（金） ・6月23日（火）～26日（金） ・6月30日（火）
・7月1日（水）～2日（木） ・7月22日（水）～24日（金） ・7月28日（火）～31日（金）

オープンコンペ
☆サッポロビール杯　7月3日（金） スタート枠 ７：５６～１０：０９
・参加費なし　昼食付 12,340円
・Ｗペリア方式（ハーフ集計）　優勝・2位・3位・飛び賞

菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

5月26日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
5月27日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



　　

静
岡
市
に
お
け
る
徳
川
家
康
公
ブ
ラ
ン
ド

を
推
進
す
る
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
たfeelN

IP
PO
N

春
２
０
１
５
に
出

展
し
、徳
川
家
康

公
が
好
ん
で
食
し

た
と
さ
れ
る
静
岡

の
特
産
品
を
使
っ

た
15
点
の
開
発
商

品
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　　

市
内
５
ヶ
所
で

商
工
振
興
委
員
ほ

か
会
員
が
集
ま

り
、情
報
交
換
会

を
開
催
。地
区
毎

に
設
け
た
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
い
、

活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　　
〝
地
域
密
着
型
〞を
テ
ー
マ
に
先
進
事
例
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。高
齢
者
や
買
物
弱
者

の
利
便
性
に
合
わ
せ
た
豊
富
な
品
揃
え
で
有

名
な「
ダ
イ
シ
ン
百

貨
店
」（
大
田
区
）

と
近
隣
商
店
街
や

大
学
と
コ
ラ
ボ
し

た
活
動
で
賑
わ
う

「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド

尾
山
台
」（
世
田

谷
区
）を
訪
ね
、そ

の
取
組
み
を
学
び

ま
し
た
。

　　

富
士
山
静
岡
空
港
会
議
室
で
第
58
回
常

議
員
会
を
開
催
し
、30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、吉
田
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

ほ
か
、Ｆ
Ａ
Ｅ
航
空
機
格
納
庫
、Ｆ
Ｄ
Ａ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

　　

静
岡
国
際
貿
易
経
済
協
議
会（
会
長
：
神

谷
雄
介
氏
）で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
業
経
済・

港
湾
事
情
を
探
る
視
察
会
を
実
施
し
、10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
国
は
、豊
富
な
資
源・労
働
力
を
ベ
ー
ス

に
今
後
も
安
定
し
た
経
済
成
長
も
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、一
方
で
は
、急
速
な
経
済
発
展
と
人

口
増
加
の
裏
で
立
ち
遅
れ
た
道
路・鉄
道・通

信
な
ど
の
ハ
ー
ド
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
後
も
日
系
企
業

の
進
出
が
見
込
ま
れ

る
同
国
の
現
状
を
自

ら
の
目
で
見
る

こ
と
が
で
き
た

今
回
の
視
察

は
大
変
貴
重

な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　　

静
岡
市
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
、特
に

若
者
人
口
の
減
少
を
防
ぐ
方
法
を
探
る
パ
ネ

ル
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。静
岡
市
の
人

口
動
態
や
人
口
形
成
に
つい
て
統
計
を
元
に
確

認
し
た
後
、専
門
学
校
と
大
学
の
関
係
者
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
招
き
、学
校
の
戦
略
や
最
近
の
若

者
の
考
え
方
、若
者
増
加
に
必
要
な
こ
と
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
教
育
力
」

「
企
業
力
」「
人
間

力
」
を
高
め
、若

者
が
静
岡
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
話
で
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　　

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
㈱
が
清
水
区
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ

火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
と
の
発
表
を
き
っ

か
け
に
、異
業
種
企
業
交
流
会
で
は
、他
団
体

に
先
駆
け
て
、建
設
予
定
の
発
電
機
と
同
じ
コ

ン
バ
イ
ン
ド
・
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式
を
持
つ
中

部
電
力
㈱
の
新
名
古
屋
火
力
発
電
所
を
視

察
見
学
し
ま
し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き・国家独立記念塔の前で記念撮影 ・今でも建設ラッシュが続いている

・発電機の構造の説明を受ける参加者

・新名古屋火力発電所7号機にて

・企業経営者など約７０名が参加。

『
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

feel NIPPON 
に
出
展

小
売
商
業
部
会

「
先
進
商
業
地
視
察
会
」

2/25

常
議
員
会・視
察
会

2/26

Ｓ
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
構
想
推
進
協
議
会

人
口
減
少
問
題
パ
ネ
ル
討
論
会

3/25

ブ
ロ
ッ
ク
別

会
員
情
報
交
換
会

異
業
種
企
業
交
流
会

新
名
古
屋
火
力
発
電
所
視
察
研
修
会

3/26

・プロジェクトの開発商品を展示

・担当者から説明を受ける参加者

・葵区東・西ブロックには３５名が参加

2/5・6
・9・12

2/4
～6

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
業
経
済・

港
湾
事
情
視
察
会

3/1
～5

・FDAフライトシミュレータの説明を受ける参加者（上）
と訓練用のフライトシミュレータ（下）



・・開発担当の山河めぐみさん

　

家
康
公
四
百
年
祭
と
と
も
に
日

韓
国
交
正
常
化
50
周
年
を
記
念

し
、朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
清
見

寺
に
、案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
案
内
板
は
、当
所
の

役
員
や
会
員
な
ど
、清
見
寺
を
愛

す
る
多
く
の
方
々
の
ご
芳
志
に
よ

り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

去
る
３
月
26
日
に
行
わ
れ
た
清

見
寺
一
條
住
職
の
晋
山
式
に
合
わ

せ
、当
所
の
後
藤
会
頭
か
ら
目
録

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業・団
体・個
人
の
皆
様
は
左
記
の
通

り
で
す
。

家
康
公
四
百
年
祭
と
と
も
に
日

家
康
公
四
百
年
祭
と
と
も
に
日

韓
国
交
正
常
化
50
周
年
を
記
念

清
見
寺 

案
内
板
設
置
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
経
営
革
新
激
励
表
彰
」

受
賞
者
の
ご
紹
介

〈
法
人
・
団
体
〉

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱
／
㈱
静
岡
銀
行
／
静
岡
鉄
道
㈱
／
静
岡
ガ
ス
㈱
／
清
水
銀
行

鈴
与
㈱
／
エ
ス
・
エ
ル
ワ
ー
ル
ド
㈱
／
木
内
建
設
㈱
／
㈱
薩
川
組
／
㈱
三
明

㈱
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
／
静
清
信
用
金
庫
／
清
和
海
運
㈱
／
第
一
建
設
㈱
／
第
一
倉
庫
㈱

田
中
産
商
㈱
／
東
海
溶
材
㈱
／
西
日
本
電
信
電
話
㈱
静
岡
支
店
／
平
井
工
業
㈱

㈱
や
す
い
軒
／
清
水
エ
ル・エ
ヌ・
ジ
ー
㈱
／
㈱
静
鉄
ス
ト
ア
／
㈱
古
川
組
静
岡
支
店

丸
徳
商
事
㈲
／
伊
藤
商
事
㈱
／
静
岡
市
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
一
同

（
一
社
）清
水
建
設
業
協
会
／
清
水
農
業
協
同
組
合
／
東
海
木
材
㈱
／
日
進
電
機
㈱

フ
ジ
物
産
㈱
／
丸
徳
運
送
㈱
／
柳
営
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
個　

人
〉

青
山
繁
／
熱
川
裕
／
池
田
幸
史
／
倉
橋
豊
／
小
長
谷
修
誠
／
斉
藤
敏
枝

佐
藤
潔
／
佐
野
日
出
子
／
鈴
木
惠
子
／
曽
根
正
弘
／
出
木
清
德
／
長
嶋
誠
一
郎

中
野
安
則
／
牧
野
健
弥
／
松
下
友
幸
／
間
宮
一
裕
／
水
島
章
隆
／
村
上
寛
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
27
年
度
部
会
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、

総
務
企
画
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
５
３-

５
１
１
１
）ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

【
今
年
度
の
第
１
回
部
会
開
催
予
定
】

※

〈　

〉内
は
商
工
会
議
所
事
務
所
名

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、左
記
日
程
に
て
部
会
を
開
催
し
ま
す
。今

年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
諮
る
ほ
か
、来
年
度
の
静
岡
県・静
岡
市

行
政
施
策
要
望
に
つい
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
各
団
体
等
か
ら
出

さ
れ
た
要
望
事
項
を
各
部
会
や
委
員
会
を
通
じ
て
取
り

ま
と
め
、常
議
員
会
等
で
審
議
し
た
後
に
、静
岡
市

長（
８
月
）・静
岡
県
知
事（
10
月
）へ
提
出
し
ま
す
。

　

当
所
支
援
先
で
あ
る
モ
ン・フ
ル
ー
ヴ

（
代
表
：
山
河
和
雄
氏
）が
、経
営
革
新

承
認
企
業
を
対
象
に
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
企
業
等
を
表
彰
す
る「
経
営
革

新
激
励
表
彰
」に
選
ば
れ
、３
月
17
日
に

（
公
財
）静
岡
県
産
業
振
興
財
団
理
事
長

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
モ
ン・フ
ル
ー
ヴ
は
、接
着
剤
メ
ー
カ
ー
と

共
同
開
発
し
た
特
殊
粘
着
剤・復
活
剤

を
使
い
、耐
水
性
に
優
れ
、繰
り
返
し
使

用
可
能
な
着
せ
替
え
感
覚
の
付
け
爪
を

企
画
開
発
。ア

ク
セ
サ
リ
ー
感

覚
で
手
軽
に

使
用
で
き
る

経
済
的
な
付

け
爪
は
、幅
広

い
年
齢
層
の
女

性
に
大
変
好

評
で
す
。

部
会
名

日
時
（
場
所
）

金　
　
　
　
　

融

専
門
サ
ー
ビ
ス

情　

報　

文　

化

建　
　
　
　
　

設

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

港
湾
・
交
通
運
輸

卸　
　

商　
　

業

観
光
・
飲
食

小　

売　

商　

業

製　
　

造　
　

業

５
月
12
日
㈫　
13
：
30 

〜 

15
：
00 

〈
静
岡
〉

５
月
15
日
㈮　
15
：
30 

〜 

17
：
00 

〈
静
岡
〉

５
月
18
日
㈪　
10
：
00 

〜 

11
：
30 

〈
静
岡
〉

５
月
18
日
㈪　
15
：
30 

〜 

17
：
00 

〈
静
岡
〉

５
月
19
日
㈫　
13
：
30 

〜 

15
：
00 

〈
静
岡
〉

５
月
19
日
㈫　
13
：
30 

〜 

15
：
00 

〈
清
水
〉

５
月
19
日
㈫　
15
：
00 

〜 

16
：
30 

〈
静
岡
〉

５
月
20
日
㈬　
13
：
30 

〜 

15
：
00 

〈
静
岡
〉

５
月
22
日
㈮　
10
：
00 

〜 

11
：
30 

〈
静
岡
〉

５
月
26
日
㈫　
14
：
00 

〜 

15
：
30 

〈
清
水
〉



　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
７
回
講
演
会

を
３
月
14
日
㈯
、静
岡
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
お
江
戸
ル

（
お
江
戸
の
ア
イ
ド
ル
）と
し
て
注
目
を

集
め
る
タ
レ
ン
ト
堀
口
茉
純
氏
。浮
世

絵
を
通
し
て
、庶
民
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

徳
川
時
代
の
文
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
家
康
公
が
馬
印
で
掲

げ
た
言
葉
は「
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土（
お

ん
り
え
ど
ご
ん
ぐ
じ
ょ
う
ど
）」で
し
た
。

戦
乱
の
世
を
終
わ
ら
せ
平
和
の
時
代
を

つ
く
る
事
を
、家
康
公
は
戦
国
時
代
に

既
に
打
ち
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。家
康
公
が
平
和
に
か
け
る
思
い

は
徹
底
し
て
お
り
、将
軍
家
の
後
継
者

争
い
で
国
が
傾
く
こ
と
が
無
い
よ
う
、尾

張・紀
州・水
戸
の
徳
川
御
三
家
に
継
承

権
を
与
え
る
と
いっ
た
お
家
存
続
シ
ス
テ

ム
を
築
き
ま
し
た
。

　

貴
族
が
中
心
の
西
洋
文
化
と
比
べ
、徳

川
時
代
の
文
化
は
庶
民
が
中
心
と
な
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。例
え
ば
髪
形
で
は

「
虎
御
前
」も
し
く
は
島
田
出
身
の
遊
女

が
結
っ
た
と
言
わ
れ
る「
島
田
髷
」が
ま
さ

に
庶
民
か
ら
流
行
っ
た
文
化
の
一
つ
で
す
。

　　

庶
民
の
娯
楽
で
あ
っ
た
浮
世
絵
は
、ゴ

ッ
ホ
な
ど
多
く
の
西
洋
画
家
に「
構
図
」

「
表
現
」「
値
段
」と
い
う
点
で
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。見
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

描
写
す
る
西
洋
画
家
と
比
べ
、浮
世
絵

師
は
日
常
の
何
気
な
い
風
景
を
印
象
的

に
捉
え
て
い
て
、構
図
や
表
現
は
斬
新

的
な
も
の
で
し
た
。例
え
ば
歌
川
広
重

の「
大
は
し
あ
た
け
の
夕
立
」。雨
が
黒

徳
川
み
ら
い
学
会
第
７
回
講
演
会

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

い
線
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。実
際
の
雨

を
写
実
的
に
描
こ
う
と
す
る
と
、無
色

透
明
の
し
ず
く
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、浮
世
絵
は
大
衆
の
た
め
に
大

量
生
産
さ
れ
た
版
画
で
あ
っ
た
た
め
、と

て
も
低
価
格
で
購
入
で
き
た
こ
と
も
驚

き
で
す
。浮
世
絵
は
江
戸
独
自
の
文
化

で
あ
り
、全
国
か
ら
江
戸
に
来
た
人
が

土
産
物
と
し
て
浮
世
絵
を
買
っ
て
いっ
た

と
い
う
紙
媒
体
で
し
た
。最
初
の
浮
世

絵
師
と
し
て
知
ら
れ
、美
人
画
を
得
意

と
す
る
菱
川
師
宣
は
、男
性
比
率
が
非

常
に
高
か
っ
た
当
時
の
江
戸
で
、版
画
と

し
て
の
浮
世
絵
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

現
代
で
も「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」と
いっ
て

日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
は
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
が
、実
は
こ
の
江
戸
文
化
と
し

て
生
ま
れ
た
娯
楽
媒
体
が
源
泉
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

浮
世
絵
の
他
に
も
、男
性
比
率
が
高

い
都
市
と
い
う
こ
と
で
発
達
し
た
も
の

に
食
文
化
が
あ
り
ま
す
。男
性
が
勤
務

の
た
め
出
先
で
昼
食
を
済
ま
す
こ
と
も

多
く
、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
あ
る
そ
ば
や

天
ぷ
ら
、寿
司
が
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
し

た
。も
と
も
と
そ
ば
は
つ
ゆ
に
つ
け
て
食

べ
て
い
ま
し
た
が
、面
倒
だ
と
い
う
人
た

ち
が
出
始
め
た
こ
と
で
か
け
そ
ば
が
出

来
上
が
っ
た
の
も
、せ
っ
か
ち
な
江
戸
人

気
質
が
あ
って
こ
そ
で
す
。

　　

外
交
問
題
や
、地
震・台
風
と
いっ
た

災
害
、疫
病
な
ど
で
大
変
な
時
期
で
あ

っ
た
幕
末
に
お
い
て
も
、歌
川
広
重
は
あ

え
て
浮
世
絵
で
天
下
泰
平
の
世
を
描
き

つ
づ
け
ま
し
た
。こ
れ
は
大
変
な
時
代
の

中
で
も
家
康
公
の
理
念
や
平
和
へ
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
だ

と
思
い
ま
す
。

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
徳
川
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

江
戸
時
代
の
歴
史
に
詳
し
過
ぎ
る
タ
レ
ン
ト　

堀
口
茉
純
氏

家
康
公
が
掲
げ
た
平
和
の
時
代

食
文
化
の
発
達

西
洋
画
家
に
衝
撃
を
与
え
た

浮
世
絵

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
浮
世
絵

徳
川
時
代
の
文
化
は

庶
民
が
担
い
手

・
歌
川
広
重
の「
大
は
し
あ
た
け
の
夕
立
」

・
菱
川
師
宣
の「
見
返
り
美
人
図
」



前澤労務管理事務所
特定社会保険労務士
静岡商工会議所・労務専門相談員

前澤光則 さん

誌 上

経営
相　談

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
を
規
定
化
す
る

無
期
転
換
を
事
前
に
放
棄
さ
せ
る
よ
う
な
労
使
の
合
意
は
無
効

弊
社
で
は
、有
期
労
働
契
約
で
多
く
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
を
雇
用

し
て
い
ま
す
。「
法
律
で
、有
期
労
働
契
約
の
従
業
員
も
通
算
し
て
５
年

以
上
雇
用
し
た
ら
、す
べ
て
正
社
員
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」

と
聞
き
ま
し
た
が
、会
社
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
良
い
で

し
ょ
う
か
？

回 答

POINT

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
を

規
定
化
す
る

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
を
規
定
化
す
る

無
期
転
換
を
事
前

放
棄

せ
る
よ

な
労
使
の
合
意
は
無無
効

OINT有
期
労
働
契
約
通
算
５
年
超
へ
の
対
応

有
期
労
働
契
約
か
ら

無
期
契
約
へ
の
転
換
ル
ー
ル

無
期
転
換
を
事
前
に
放
棄
さ
せ
る

よ
う
な
労
使
の
合
意
は
無
効

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る
労
務
相
談（
無
料
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所　

電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

清
水
支
所　

電
話
０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
１

へ
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
質
問
の
根
拠
は
、同 

一 

使
用
者
と
の
間
で

有
期
労
働
契
約
が
通
算
で
５
年
を
超
え
て
反

復
更
新
さ
れ
た
場
合
に
、従
業
員
か
ら
申
込
み

が
あ
れ
ば
無
期
契
約
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（
以
下
、無
期
転
換
ル
ー
ル
）と
の
主
旨
を
定

め
た
、改
正
労
働
契
約
法
18
条（
平
成
25
年
４

月
１
日
施
行
）に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、ご
質
問
に
あ
る「
通
算
し
て
５
年
以
上

雇
用
し
た
ら
、す
べ
て
正
社
員
」は
誤
り
で
、正

し
く
は「
通
算
し
て
５
年
を
超
え
、か
つ
本
人
か

ら
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
無
期
契
約
」に
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
際
、期
間
通
算
の
対
象
と
な
る
有

期
労
働
契
約
は
、平
成
25
年
４
月
１
日
以
後
に

開
始
し
た
契
約
で
あ
る
こ
と
等
、間
違
い
や
す
い

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
は
、今
や
日
常
的
な
雇
用

契
約
形
態
と
な
って
い
る〝
有
期
労
働
契
約
〞が
、

企
業
に
と
って〝
雇
用
調
整
が
容
易
〞で
あ
る 

一 

方
で
、労
働
者
に
とって
は〝
雇
用
が
不
安
定
〞で

あ
る
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、有
期
労
働
者
を
多
く
雇
用
し
て
い

る
企
業
か
ら
見
れ
ば
、将
来
的
に
自
社
の
人
事

政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
内
容

で
あ
り
、今
の
う
ち
か
ら
対
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

な
お
、そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
注
意
点
を
以

下
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

 

同
法
は
、無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
に
つい
て
、

〝
別
段
の
定
め
が
無
け
れ
ば
、転
換
前
と
同
一
と

す
る
〞と
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、職
種
や
勤
務
地
を
限
定
し
た
労

働
条
件
の
有
期
労
働
契
約
者
か
ら
、企
業
と
し

て
何
の
ル
ー
ル
も
定
め
な
い
状
態
で
無
期
転
換
の

申
込
み
が
為
さ
れ
れ
ば
、そ
の
ま
ま
職
種
や
勤

務
地
を
限
定
し
た
労
働
条
件
で
無
期
転
換
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
無
期
転
換
後
、何
ら
か
の
事
情
に

よ
り
職
種
や
勤
務
地
を
変
更
し
た
い
と
な
る

と
、〝
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
〞の
問
題
が
生

じ
か
ね
ず
、結
果
と
し
て
効
果
的
な
要
員
配
置

が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、経
営
環
境
が
不
透
明
な
中
、無

期
雇
用
者
を
職
種
や
勤
務
地
を
限
定
し
て
雇

用
す
る
と
い
う
労
働
契
約
そ
の
も
の
に
無
理

が
あ
り
、労
使
双
方
に
と
っ
て
効
果
的
な
弾
力

性
の
あ
る
人
事
政
策
を
可
能
と
す
る
た
め
に

も〝
別
段
の
定
め
〞を
規
定
と
し
て
設
け
る
こ

と
を
お
薦
め
致
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、今
後
、日
常
的
に
処
遇
の
異
な
る

正
規・非
正
規
の
無
期
雇
用
者
が
社
内
に
混
在

す
る
状
態
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、公
平
性

の
観
点
か
ら
も
両
者
の
職
務
上
の
相
違
点
等
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

無
期
転
換
申
込
権
が
生
ず
る
前
に
「
無
期

転
換
申
込
権
を
取
得
し
て
も
権
利
行
使
し
な

い
こ
と
」
を
有
期
労
働
契
約
更
新
の
条
件
と

す
る
よ
う
な
契
約
は
、
公
序
良
俗
（
民
法
90

条
）
に
反
し
て
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。



　

創
業
40
余
年
、清
水
区
浜
田
町
と
葵

区
昭
府
町
の
２
店
舗
で
、球
技
全
般・ラ

ン
ニ
ン
グ・登
山・ス
イ
ム
用
品
な
ど
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ナ
ー

で
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
応
援
宣
言
」

と
題
し
て
ジ
ュニ
ア
サ
ッ
カ
ー
用
品
を
強

化
し
て
お
り
、未
来
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生

を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、村
田
和
哉
選
手
に
期

待
！
ピ
ッ
チ
で
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
に
出
向
く
姿
勢
は
、地
域
密
着
の

ク
ラ
ブ
の
理
念
を
体
現
し
て
い
ま
す
。10

ゴ
ー
ル
、10
ア
シ
ス
ト
！
今
年
も
ア
イ
ス

タ
を
沸
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

　

ど
う
や
っ
て
エ
ス

パ
ル
ス
と
清
水
・
静

岡
に
恩
返
し
し
て
い

く
か
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

エ
ス
パ
ル
ス
の
選

手
は
若
い
し
、お
と

な
し
い
の
で
、後
輩

と
先
輩
の
間
に
立
っ
て
、若
手
が
の
び
の
び
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
も
大
事
。自
分
が
プ
ラ
ス
思
考
で
明
る
く
元
気

に
や
っ
て
い
く
と
、み
ん
な
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
、自
分
が
引

っ
張
っ
て
い
か
な
い
と
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
、ひ
と
つ
の
ボ
ー
ル
で
、仲
間
も
、恩
師
も
、サ

ポ
ー
タ
ー
も
、み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
、そ
こ
に
楽
し
さ
、感

動
、悔
し
さ
が
あ
る
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
い
る
と
、「
昔
は
清
水
の
サ
ッ

カ
ー
も
強
か
っ
た
し
、街
も
元
気
が
あ
っ
た
」と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。そ
れ
で「
王
国
を
復
活
さ
せ
て
や
ろ
う
。清
水
の
商

店
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
が
よ
く
行
く
飲
食
店
の
マ
ス
タ
ー
は
、エ
ス
パ
ル
ス
の
試

合
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、僕
ら
が
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
、「
○
○
分
に
出
場
し
た
ね
」「
い
つ
も
速
報
で
見
て
い

る
よ
」と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、企
業
の
社
長
さ
ん
と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
ま

す
。職
種
は
違
う
け
れ
ど
、夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
て
、気
持

ち
の
熱
さ
、み
ん
な
を
喜
ば
そ
う
と
す
る
心
な
ど
、通
じ
る

部
分
は
一
緒
で
す
。そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間
と
し

て
成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
だ
け
を
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。振
り
返
っ
た
時
に
、何
千
人
、何
万
人
の
応
援
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か

ら
応
援
し
て
く
れ
る
人
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
、み
ん
な
と

一
緒
に
喜
び
あ
い
た
い
。そ
れ
で
上
に
登
り
つ
め
た
い
。

　

エ
ス
パ
ル
ス
と
と
も
に
静
岡
が
盛
り
上
が
っ
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。僕
は
エ
ス
パ
ル
ス
で
引
っ
張
り
ま
す

し
、企
業
の
方
は
企
業
の
業
績
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
、「
い
ま
、

日
本
で
は
静
岡
が
熱
い
ぞ
」と
な
っ
て
い
き
た
い
。

（
３
月
25
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
８
年
10
月
７
日
、滋
賀
県
守
山
市
生
ま
れ
。滋
賀
県

立
野
洲
高
校
、大
阪
体
育
大
学
、セ
レ
ッ
ソ
大
阪
を
経
て
、

２
０
１
３
年
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
入
団
。２
０
１
４
年
、試

合
の
流
れ
を
変
え
る
ス
ー
パ
ー
サ
ブ
と
し
て
活
躍
し
、Ｊ
１

残
留
に
大
き
く
貢
献
。

村
田
和
哉
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ「
人
生
最
幸
」

http://am
eblo.jp/kazuya-m

urata

む
ら 

た 

か
ず 

や

11

村
田
和
哉 

選
手

FW

オーレ！

〈連絡先〉株式会社 スポーツショップアラジン　代表取締役 清水重雄
清水店／静岡市清水区浜田町10-29　TEL054-353-1323
静岡店／静岡市葵区昭府1-8-54　TEL054-293-9333　　http://alajin.eshizuoka.jp

㈱
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
ア
ラ
ジ
ン

今
季
は
村
田
和
哉
選
手
に
期
待
！



山梨・甲府の逸品フェア山梨・甲府の逸品フェア
日本を代表するジュエリーとワインの産地、山梨・甲府。
全国の1/3の生産を誇る『宝石の街・甲府』のジュエリーをご覧の上、
海外でも評価の高い甲州ワインなどをご試飲頂きたいと思います。

ワインと宝 の街

5月27日（水）・28日（木）11：00～17：00 10：00～17：00

日時：
会場：浮月楼（葵区紺屋町11-1）
主催：甲府商工会議所（☎055-233-2241）

お手持ちのジュエリー
無料クリーニング

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２7年1月1日～2月28日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

ベルクック

パイオニア印刷㈱

片山　弘子

㈲匠工務店

ミーテック

すまいるライフ

パソコンスクール ＆ｐａｓｓｏ

㈱リッチフィールド・ビジネスソリューション

ブルテリア カフェ＆カー

ステーキ居酒屋 佐塚

リフレクソロジー Ｍａｎａ

松元龍太税理士事務所

ミュージックプランニング Ｍｉｗａ

小川工業

社会保険労務士・社会福祉士オフィス・テンポイント

㈱Ｋ＆Ｋ

おでんや おばちゃん

ファミリーマート静岡パルシェ店

ＭＬＦＨＣ Ｂｅａｕｔｙ

Ｇｌｏｂａｌ Ｊａｍ

長倉　満男

曽根　広之

片山　弘子

寺尾　英明

本木　道広

仁科　京子

杉本　由美

富田　哲弥

深澤　剛光

佐塚　智樹

桐山　登志子

松元　龍太

三輪　はるか

小川　真郷

梅田　貴彦

木村　大輔

杉浦　孝

竹内　秀人

望月　幸子

鈴木　貴子

移動販売車

印刷及び各種紙器の製造、加工並び販売

マンション賃貸

注文一般住宅、店舗建設工事

水道業

健康美容品販売

パソコンスクール

企業等法人に対する経営コンサルティング

自動車整備業

居酒屋

巻爪補正、リフレクソロジー

税理士

楽器演奏

配管工

社会保険労務士・社会保険福祉士

軽貨物自動車運送業

おでん、フライ　

コンビニエンスストア

まつげエクステ、エステ

留学、ロングステイ、通訳、翻訳

静岡市駿河区小鹿1-68-47 サンシティ福寿A101

焼津市三和1565

静岡市駿河区南安倍3-1-6

静岡市葵区有永4-25

静岡市葵区千代1-7-10

静岡市駿河区広野3-5-4

静岡市葵区安東3-3-24

静岡市葵区両替町1-7-1

静岡市清水区北脇新田216-1

静岡市葵区両替町2-4-9 フィエスタ両替町1F-C号

静岡市葵区両替町1-3-9

静岡市葵区羽鳥3-24-30

静岡市清水区宮下町3-8-1405

静岡市清水区神田町2-28-202

藤枝市岡部町岡部1660-31

富士市岩淵745-1

静岡市葵区常磐町1-8-7

静岡市葵区黒金町49-1 パルシェ食彩館

静岡市葵区七間町18-4 グリーンヴュー2F

静岡市葵区追手町1-13 アゴラ静岡5F

事業所名



〒424-0943 静岡市清水区港町1-2-10
TEL＆FAX 054-352-2374
http://www.plaza.across.or.jp/̃issa/

茶舗一茶堂

深蒸し茶＆ダッタンそば茶＆１００均
当店は深蒸し茶を製造する小さなお茶屋です。製造時に出

来る「棒茶や粉
茶」等を、お試し用
として店頭で108
円の特価販売もし
ております。【血液
サラサラ・快適な
お通じ】効果のダ
ッタンそば茶も大
好評です。108円（税込）～

「望nozomi」旨み、コクのある被覆茶
JAハイナン独自の基準をクリアした静岡牧之原「望nozomi」

の中でも特に全
窒素（旨み成
分）の多い茶葉
100％を使用し
ています。お茶
の色の濃さとま
ろやかな旨みが
長く続く特徴的
な深むし茶です。100g 1,404円（税込）

〒420-0017 静岡市葵区葵町52
TEL 054-255-4868　FAX 054-255-4872
http://libertymarket.jp/shopping/shop/detail.php?shopID=31

㈱覚丸文佐藤商店

今年の静岡茶おすすめ商品

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2-8-18
TEL 0120-118-580　FAX 0120-518-346
http://koyamaen.co.jp

㈱小山園茶舗

人間国宝 芹沢銈介 × 創業慶応元年 小山園
人間国宝・芹沢銈介の作品「春夏秋冬」がデザインされた当

店オリジナル
の芹沢缶。イ
ンテリアにも
なるパッケー
ジは、ご贈答
用にもご自宅
用にも最適
です。

お好みの新茶をお詰め致します（缶代200円～）

一茶堂玉露棒茶”葵”
好評 一茶堂玉露棒茶”葵”￥８５０は一度飲む価値あり。店内

試飲出来ます。新茶
の季節は摘み始め
が４月中旬 やはり気
候の安定する五月が
味も香りも一番です。
一茶堂はパッケージ
もローカルカラーで静
岡らしくしました。

一茶堂玉露棒茶”葵” 850円（税込）
八十八夜摘み静岡新茶 1,620円（税込） 1,080円（税込）

〒424-0816 静岡市清水区真砂町2-15
TEL 054-366-5582　FAX 054-366-5559
http://shimizu-en.co.jp/

㈲清水園

〒420-0841 静岡市葵区上足洗2-4-11
TEL 054-245-6839　FAX 054-245-0569
http://www.honkatsuo.co.jp

㈲塩谷欽一商店

萌えたつ新芽を
食卓に　
香りの食感「旬」

本品は一・二煎を最上級のお
新茶としてお召し上がりの後、
おひたしや和え物として美味
しくいただけます。「旬」は世
界農業遺産認定者で茶草場
を大切に育てている当園
契約茶農家・齊藤安彦さ
んの安全安心茶葉です。

35ｇ詰 840円（税込）
100ｇ詰 2,300円（税込）

徳川家康公の愛した駿府本山茶シリーズ
家康公が愛した本山茶のシリーズです。家康公が御用茶園
を設けた足久保茶を厳選した「天下人」、御茶蔵に半年間熟

成させた「熟成
本山茶」、安倍
藁科川流域か
ら良質茶を選り
抜き丁寧な火
入れを施した
「駿府本山茶」。
1,404円（税込）

〒420-0015 静岡市葵区錦町19
TEL 054-252-1955　FAX 054-252-0988
http://www.e-cha.jp

㈱小島康平商店



〒424-0816 静岡市清水区真砂町2-28
TEL 054-366-7214　FAX 054-363-0437

中澤園茶舗

〒421-2115 静岡市葵区与左衛門新田21
TEL 054-296-0004　FAX 054-296-1488
http://www.honyama.com

本山製茶㈱

本山抹茶『極上駿河の昔』限定発売
家康公御鎮座400年大祭に奉納すべく５年前より準備し26

年に手摘み仕上
した奉納極上抹
茶です。茶壺に詰
めて、国宝久能山
東照宮で50個限
定販売を致して
おります。当社で
も予約販売を承っ
ております。

静岡本山抹茶（極上駿河の昔）20g×2本
静岡本山煎茶（山霧の雫）100ｇ詰 28,000円（税込）

「八十八夜」深蒸し新茶
大井川中流域
の茶畑で作られ
旬の香りと緑の
水色がいかにも
初夏を思わせる
お茶です。仙寿
園では独自の
焙煎で香り高い
お茶をたのしむ
ことができます。商品A たとう紙100ｇ入 1,404円（税込）

専属契約農家で育てた最高級のやぶきた新茶
八十八夜に摘み取った
茶葉を即日入荷し、当店
で加工・製造したプレミ
アムな逸品。厳選された
やぶきた種の新芽を、爽
快でありながら芳醇な
旨味が感じられる極上
の茶葉に仕上げました。
この時期だけの格別な
味覚です。2,000円（税込）

急須で入れた香り高いお茶の味
ご当地限定の清水のお茶、そこはかとなく桜葉の香りを感じ
させる清水の特産『まちこ』。地元の特徴あるお茶をご用意し

ます。八十八
夜も近づいて
きました。茶一
筋、老舗の味
を・・・。茶道具
も取り揃えて
おります。

富士山静岡緑茶 家康公・まちこ
「家康公がこよなく愛した静岡のお茶を世界の方々に飲んで
いただきたい！」そんな思いが詰まった商品です。パッケージも

富士山型で、富
士山の高さの5
万分の１と、ご当
地を盛り込んだ
話のネタにもなる
静岡土産です。

ティーバッグ5個入
432円（税込）

〒420-0009 静岡市葵区神明町96-1
TEL 054-271-3559　FAX 054-250-2318
http://www.shirakata.co.jp

㈱白形傳四郎商店

〒420-0005 静岡市葵区北番町40-21
TEL 054-271-1010　FAX 054-272-1010
http://www.plustea.jp/

㈱マルヒデ岩崎製茶

〒420-0061 静岡市葵区新富町2-24-7
TEL 054-253-7787　FAX 054-253-6246
http://maruka-k.com

㈲まるか勝山商店
〒420-0017 静岡市葵区葵町60
TEL 054-255-0970　FAX 054-255-0548
http://senjyuen.ne.jp

仙寿園

静岡茶の取扱事業所を当所ホームページで募集しました。
静岡市内で茶業を営む事業所の一部を紹介します。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

家康が愛でた静岡本山産抹茶
家康が愛でた安倍奥「本山茶」を原料に作った純静岡産抹茶。
2014年ニューヨークで開催された国連サミットのレセプションやイ

タリアの某スポーツカー１００周年の記
念式典でも使用された抹茶です。

1,296円
（税込）



〒421-0103 静岡市駿河区丸子6-6-28
TEL 054-256-2333　FAX 054-269-5333
http://www.suruga-karaku.com

スルガ花楽

園芸から生花まで・・大型植木鉢も豊富♪
オーストラリアの植物、レアな植物、宿根草、脇役植物を中心

に植木鉢も数
多く販売して
います。また、
店舗、展示場、
病院等の花壇
管理、寄せ植
え、観葉のリー
スも行っており
ます。

〒424-0103 静岡市清水区尾羽579－1
TEL 054-365-1187　FAX 054-365-8788
http://www.suruga-kaki.co.jp/

㈱するが花き卸売市場

おうちで楽しむ花雑貨たち
お花が長持ちする！メンテナンスフリーの
不思議なゼリーや、お花をもっと楽しむた

めのツールを
販売します。
フラワーフェ
スタの後はご
自宅でもお花
を楽しんでみ
ませんか？

・花・園芸品の展示、販売会花・園芸品の展示、販売会

・フラワー教室フラワー教室

・フラワーオークションフラワーオークション

・静岡初の若手フローリスト静岡初の若手フローリスト
　によるフラワーライ　によるフラワーライブ！ブ！

・花・園芸品の展示、販売会

・フラワー教室

・フラワーオークション

・静岡初の若手フローリスト
　によるフラワーライブ！

市民参加型の花市民参加型の花のイベント！ト！市民参加型の花のイベント！

主　　　催：清水港フラワーフェスタ実行委員会主　　　催：清水港フラワーフェスタ実行委員会
事　務　局：静岡商工会議所　産業振興課　TEL.054-353-3401事　務　局：静岡商工会議所　産業振興課　TEL.054-353-3401
当日連絡先：清水マリンターミナル事務局　TEL.054-355-1122当日連絡先：清水マリンターミナル事務局　TEL.054-355-1122

主　　　催：清水港フラワーフェスタ実行委員会
事　務　局：静岡商工会議所　産業振興課　TEL.054-353-3401
当日連絡先：清水マリンターミナル事務局　TEL.054-355-1122

　市内ボランティア団体・サークル等の作品（押し花・アレンジメント）の展
示や、生花店、園芸店等による生花、切り花、鉢物、園芸資材等々の販売、
園児の「花の絵」の展示の他、ハンギングバスケットや野菜の寄せ植えな
どの「フラワー教室」の開催、ステージでは、静岡初の若手フローリスト
（グラム）によるフラワーライブなど数々のフラワーパフォーマンスを予定
しています。そして、16時からは当日会場内に展示された「花のチャリティ
ーオークション」も行われます。
　また、会場前の日の出埠頭には、今まで清水港に寄港した中で最大の豪
華客船「ダイヤモンド・プリンセス」が寄港します。
　週末のひと時、ご家族や友人、お仲間と一緒にぜひお出かけください。

●交通のご案内
※当日、日の出埠頭は大変混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用下さい。
　・JR清水駅または、静岡鉄道新清水駅より静鉄バス三保方面「波止場」バス停下車徒歩3分
　・「エスパルスドリームプラザ」から徒歩5分
　・東海道線JR清水駅より車で5分　・東名高速道路清水I.Cより車で15分

※日の出埠頭には駐車場はありませんので、近隣の有料駐車場「マリンパーキング」をご
利用ください。



〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-19-15
TEL 054-252-1766　FAX 054-252-1968

静岡デザイン専門学校

元気あふれるフラワーショップオープン！
この4月に入学した新入生22名が、清水港でフラワーショップ

をオープンい
たします！まだ
まだ未熟では
ありますが、
元気よくやっ
てみます！是
非、遊びに来
てください！

徳川家康公が愛した植物「萬年青（おもと）」

〒424-0204 静岡市清水区興津中町60-2
TEL 054-369-1154　FAX 054-269-1154

NPO法人ＡＹＵドリーム

清水区の清見寺に関連深い朝鮮通信使事業や地元で子育
て支援事業を行っ
ているAYUドリー
ムでは、園芸文化
の継承・発信事業
として、家康公が愛
した植物の「萬年
青」や、徳川家ゆ
かりの「二葉葵」の
展示を行います。

清水区産「逸品」切花で 暮らしに「花」を

〒424-0114 静岡市清水区庵原町575-1 JAしみず集出荷センター
TEL 054-367-6111　FAX 054-367-6116
http://www.ja-shimizu.org/

ＪＡしみず
〒424-0001 静岡市清水区梅ヶ谷195
TEL 054-346-9835　FAX 054-348-7667
http://www.jass-g.co.jp/

㈱JAしみずサービス

地元清水の新鮮野菜の販売
清水区内で生産された 安全・安心・新鮮 な採れたて野菜と、
手づくり「おはぎ」等の販売を行います。

ＪＡしみずでは、バラやオンシジウム、ガーベラなど100品種以
上の切花を出荷
しています。
清水港フラワー
フェスタでは、品
種展示やアレン
ジ教室、ふじのく
に花セレクション
2015認定品種の
即売を行います。アレンジメント教室 2,000円（税込・当日）

ハンギングバスケット教室
3,000円（税込・当日）

〒424-0053 静岡市清水区渋川226-1
TEL 054-345-3907　FAX 054-345-1397
http://www.kounouen.com

㈱興農園

「楽しく学べる」園芸店です！！
清水港フラワーフェスタでは英国で生まれ、日本の感性でセン
スアップしたハンギングバスケットの教室を開講します。当店の

ガーデニング教室も22年目。専任
講師のわかりやすい説明で楽し
く作品を作りましょう。

（イメージ）（イメージ）（イメージ）

〒420-0858 静岡市葵区伝馬町8-1
TEL＆FAX 054-272-2611
http://st-fleuri.jp/

セントフルーリ けやき通り店

静鉄グループの
フラワーショップ
「セントフルーリ」

セントフルーリでは、「Uqina」さ
んとコラボしたボトルフラワーアレ
ンジメント教室を開催いたします。
ビンの中に独自の世界を創作す
る新ジャンルの「ボトルフラワー」
にチャレンジしてみませんか？

ボトルフラワー教室
4,320円（税込・当日）

事前申込み制（有料）となります。詳細は事務局
（TEL 054-353-3401）へお問い合わせ下さい。「フラワー教室」参加者募集中!! 



し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

中央静岡ヤクルト販売㈱ 羽鳥センター
TEL ： 054-277-2648

星座 ： おうし座　血液型 ： O型　趣味 ： ＤＶＤ鑑賞
市川 洋子さん

ひ　ろ　こ

　

当
社
は『
経
営
理
念
／
究
極
の
信
頼
づ
く
り・

笑
顔
づ
く
り
』の
も
と
、静
岡
市
内
を
中
心
に
Ｉ

Ｔ
コ
ン
サ
ル・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

制
作
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。最
近
で
は
事
業
継

続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
用
支
援
シ
ス
テ
ム『
Ｂ
Ｃ
Ｍ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
』の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。人
材
育

成（
七
精
心
）に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、〝
あ
り
が

と
う
〞溢
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

静
岡
市
は
少
子
高
齢
化
の
中
、人
口
流
出
と

い
う
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。地

元
企
業
の
発
展
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
考
え
、Ｉ
Ｔ
活
用（
業
務
改
善
・
事
業
継
続
・

情
報
発
信
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、お
役
に
立

て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た『
人
が
集

い
、ふ
れ
あ
い
、故
郷
に
な
る
』そ
ん
な
取
組
み

を
、青
年
部
で
出
逢
え
た
仲
間
と
共
に
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

㈱ガーデンソフト　取締役
静岡商工会議所青年部 平成27年度 静岡未来創造委員会 副委員長

星座 ： やぎ座  血液型 ： A型  趣味 ： 食べ歩き、ドライブ
TEL ： 054-205-3953

實石 貴久さん

　

ヤ
ク
ル
ト
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
は
毎
日
９
時
ぐ
ら

い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。多
い
日
に
は
50
軒
ぐ
ら
い

の
一
般
家
庭
や
事
業
所
を
訪
ね
ま
す
。い
ち
ば
ん

の
お
勧
め
は
ス
ー
パ
ー・
小
売
店
で
は
買
え
な
い

「
ヤ
ク
ル
ト
４
０
０
」。生
き
て
腸
内
ま
で
到
達
す

る
乳
酸
菌
、シ
ロ
タ
株
が
１
本
に
４
０
０
億
個
以

上
、腸
内
環
境
を
改
善
し
、お
な
か
の
調
子
を
整

え
て
く
れ
ま
す
。

　

も
と
も
と
人
と
話
す
の
が
好
き
な
方
で
し
た

が
、お
客
様
と
話
す
毎
日
は
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
。仕
事
を
通
じ
て
仲
良
く
な
っ
た
お
客
様

に
料
理
、手
芸
、お
花
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
、自
分
の
世
界
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、①
休
ま
な

い
努
力
②
お
客
様
に
会
う
努
力
③
お
客
様
に
愛

さ
れ
る
努
力
④
お
客
様
を
増
や
す
努
力
、こ
れ

か
ら
も
こ
う
し
た
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
つ
の「
努
力
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

人
が
集
い
、ふ
れ
あ
い
、

故
郷
に
な
る



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

浅利昌男さん

学校法人 麻布獣医学園  麻布大学  学長

Masao Asari

の
大
学
な
ど
と
の
交
流
も
積
極
的
に
展
開
す
る
。

　

獣
医
師
の
役
割
は
、ペッ
ト
の
診
療
か
ら
、口
蹄

疫
な
ど
国
境
を
越
え
て
侵
入
す
る
感
染
症
へ
の

対
応
な
ど
幅
広
く
、重
要
性
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

専
門
は
獣
医
解
剖
学
。米
国
の
名
門
、コ
ー
ネ

ル
大
学
で
研
修
す
る
な
ど
し
、経
験
を
積
ん
だ
。

犬
や
猫
な
ど
家
畜
の
リ
ン
パ
の
研
究
で
知
ら
れ
、

「
わ
か
り
や
す
い
講
義
」と
学
生
に
人
気
だ
。近

年
、女
子
の
入
学
が
増
え
半
数
近
い
。「
か
つ
て
と

は
様
変
わ
り
で
す
ね
。講
義
や
臨
床
に
も
積
極
的

　

改
革
へ
の
期
待
を
集
め
昨
年
６
月
、学
長
に
就

任
し
た
。「
麻
布
大
学
は
実
学
教
育（
建
学
精
神
）

に
力
を
入
れ
て
お
り
、他
大
学
に
比
べ
実
習
が
多

彩
な
の
が
大
き
な
特
色
で
す
」。

　

１
９
８
０
年
に
麻
布
獣
医
科
大
学
か
ら
麻
布

大
学
に
名
称
変
更
し
、今
年
で
創
立
１
２
５
年
。

全
国
に
16
大
学
あ
る
獣
医
学
科
の〝
老
舗
〞の
一

つ
だ
。「
人
と
動
物
と
環
境
の
共
生
」を
教
育
理

念
と
し
、輩
出
し
た
獣
医
師
数
は
日
本
一
。海
外

で
す
」。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
迎
え
、教
育
現
場
で
は

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
と

い
う
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
」と「
ロ
ー
カ
ル
」の
造
語
だ
。

「
静
岡
市
は
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
養
成
を
す
る
文

化
学
園
都
市
を
目
指
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

と
提
案
す
る
。

　
「
国
際
的
な
素
養
を
持
ち
な
が
ら
地
域
で
活
躍

す
る
人
材
を
産
官
学
で
育
て
る
の
で
す
。勉
学
環

境
は
文
句
な
し
。大
都
市
か
ら
の
交
通
は
至
便
だ

し
、近
く
に
空
港
も
あ
る
。ア
ジ
ア
の
学
生
を
中
心

に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
も
可
能
」と
い
う
わ
け
だ
。

　

例
と
し
て
、周
辺
自
治
体
や
民
間
の
支
援
を

得
て
危
機
管
理
、福
祉・医
療
な
ど
喫
緊
の
課
題

に
取
り
組
む
新
し
い
タ
イ
プ
の
高
等
教
育
機
関

を
誘
致
、開
設
し
、若
者
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
挙
げ
る
。「
函
館
に
公
立
大
学
が
あ
る
。市
の

規
模
か
ら
静
岡
市
立
大
学（
仮
称
）が
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
の
で
は
」と
大
胆
発
言
も
。

　
「
静
岡
は
地
元
に
い
た
い
と
い
う
大
学
受
験
生

が
意
外
と
多
い
ん
で
す
ね
」。浅
利
さ
ん
は
リ
ク
ル

ー
ト
の
デ
ー
タ
で
、２
０
１
４
年
〜
２
５
年
の
静
岡

県
の
大
学
入
学
者
減
少
率
見
込
み
が
東
京
や
神

奈
川
な
ど
と
、さ
ほ
ど
大
き
な
開
き
が
な
い
こ
と

に
着
目
。「
入
学
者
対
策
を
し
っ
か
り
講
じ
れ
ば

県
内
の
大
学
が
発
展
す
る
余
地
は
十
分
あ
る
と

思
い
ま
す
」。教
育
人
な
ら
で
は
の
視
点
に
立
っ
た

指
摘
に
、郷
土
へ
の
熱
い
思
い
が
に
じ
む
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
浅
利
氏
提
供
）

獣
医
師
輩
出
数
は
日
本
一

静岡市駿河区生まれ。静岡市立高校卒業。麻布獣医科大学（現麻布大学）獣
医学部卒業。岩手大学大学院農学研究科修了、麻布大学獣医学部教授、獣
医学部長を経て、2014 年、麻布大学学長に就任。63歳。
獣医学博士。米国コーネル大学、テキサスA＆M大学で研修、北里大学非常
勤講師、全国大学獣医学関係代表者協議会大学代表などを歴任。麻布獣医
学園理事、日本獣医学会評議委員、獣医神経病学会理事。講演依頼も多い。
http://www.azabu-u.ac.jp

経 歴

新タイプの公立大、
静岡に

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」な
人
材
を



　
「
車
や
」は
、静
岡
駅
北
口
か
ら
徒
歩
10
分
、

昭
和
通
り
沿
い
、三
交
イ
ン
静
岡
北
口
の
向
か

い
に
あ
り
ま
す
。店
主
の
鈴
木
實
さ
ん
は
新

潟
出
身
。伊
東
の
優
秀
な
料
理
人
の
も
と
で

３
年
間
修
業
の
後
、１
９
７
３
年
、28
歳
で
独

立
。静
岡
に
店
を
開
き
、お
い
し
い
も
の
と
幸

せ
を
運
び
た
い
と「
車
や
」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

見
知
ら
ぬ
土
地
で
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、

静
岡
県
庁
の
新
潟
大
学
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
多
く

の
人
に
恵
ま
れ
、42
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。静

岡
に
恩
返
し
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、地
の
も
の

を
大
切
に
し
た
料
理
を「
地
魚
と
地
酒
」を

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
、春
の
彩
り
を
、静
岡
の
素

晴
ら
し
い
魚
と
野
菜
で
料
理
し
た
も
の
。「
両

河
内
の
筍
の
土
佐
煮
」は
、茶
農
家・片
平
さ
ん

の
筍
を
か
つ
お
出
汁
で
。筍
の
新
鮮
な
香
り
が

引
き
立
ち
ま
す
。「
駿
河
湾
魚
盛
り
合
せ
」

は
、ま
ぐ
ろ
、鯛
、生
桜
え
び
、や
り
い
か
、い
わ

し
、あ
じ
な
め
ろ
の
６
種
。「
い
わ
し
つ
み
れ
汁
」

は
、駿
河
湾
産
い
わ
し
を
骨
ま
で
細
か
く
砕
い

て
団
子
に
し
た
つ
み
れ
を
昆
布
出
汁
で
。静
岡

名
物「
桜
え
び
か
き
揚
」。「
鯛
あ
ら
煮
」は
、

駿
河
湾
産
の
鯛
を
、砂
糖
、酒
、醤
油
、生
姜
を

加
え
な
が
ら
、じ
っ
く
り
強
火
で
煮
た
も
の
。

海
野
農
園
が
こ
だ
わ
り
栽
培
し
た
静
岡
名
産

い
ち
ご「
あ
き
ひ
め
」。

　

鈴
木
さ
ん
は
、地
場
で
一
生
懸
命
に
魚
を
獲

る
人
、野
菜
を
作
る
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

し
、地
元
静
岡
の
食
材
を
や
さ
し
く
、時
に
は

声
を
掛
け
な
が
ら
、愛
を
も
っ
て
料
理
し
て
い

ま
す
。せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
お
客
様
に
、気

持
ち
良
く
食
べ
て
い
た
だ
き
、し
あ
わ
せ
に
な
っ

て
帰
って
い
た
だ
け
た
ら
、と
願
って
い
ま
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】
【施　設】

【所在地】

刺身：まぐろ1800円。焼もの：さわら西
京焼900円。煮もの：のっ平800円。
揚げもの：穴子天ぷら1600円。地酒：
金明830円。季節のコース料理：６品
3600円。９品5200円～。
17時～22時。日曜定休。
カウンター６席。座敷2～25名。
個室４室。
静岡市葵区常磐町2-2-16
TEL ０５４‐255-5004

http://kurumaya-shizuoka.seesaa.net

昭い潟３立せ静の岡をキ晴河の

左から、いわしつみれ汁800円。両河内の筍の土佐煮800円。海野農園のいちご。桜えびかき揚1000円。駿河湾魚盛り合せ（まぐろ、鯛、生桜えび、やりいか、いわし、
あじなめろ）1800円。鯛あら煮1500円。地酒：初亀（藤枝市・初亀醸造）、金明（御殿場市・根上酒造店）、磯自慢（焼津市・磯自慢酒造）

地酒と地魚

静岡
市役所

中島屋
パルコ

鯛や

青葉交番

静岡中央銀行

静岡駅

七間町通り七間町通り七間町通り

玄南通り玄南通り玄南通り

江川町通り

両
替
町
通
り

呉
服
町
通
り

江川町通り

両
替
町
通
り

呉
服
町
通
り

伊勢丹

鈴木　實氏店主



静岡商工会議所 静岡県地域ジョブ・カードセンター
TEL 054-353-3407（直通）／FAX 054-353-3443
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17

お問い合わせは



無料定例相談会開催

経済産業省　関東経済産業局　委託事業

5・6・7・9月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●三島商工会議所 4階【E】会議室
5・6・7・9月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●浜松商工会議所 2階相談コーナー

「静岡県後継者バン静岡県後継者バンク」始動始動「静岡県後継者バンク」始動

会　場
三島会場
浜松会場

5月

20日（水）
13日（水）

6月

17日（水）
10日（水）

7月

15日（水）
8日（水）

9月

16日（水）
9日（水）第2水曜日

日　程

第3水曜日
 ・静岡会場（静岡商工会議所）は随時。　※8月は、お休みになります。

新事業
「静岡県後継者バンク」は、静岡商工会議所に設置された
事業承継の公的相談窓口「静岡県事業引継ぎ支援センター」が
運営する事業です。

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？

静岡県事業引継ぎ支援センターは、

国が運営している公的窓口です。

日頃より「後継者がいない」などの事業承継問題で

悩んでいる経営者の皆様、

無料で相談をお受けしますので

お気軽にお越しください。

まずは、お電話を！

静岡県事業引継ぎ支援センター（静岡商工会議所）

静岡県事業引継ぎ支援センターにご相談ください。

※詳しくは、当センターHPもしくは、TELにてご確認下さい。
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